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註
二
カ
ッ
セ
ル
經
濟
學
說
の
流
を
淡
む
重
な
る
も
の

W

し
て
、

H
a
a
s

 

O
s

w
a

l
t

並
に
.S

i
e
g
f
r
i
e
d
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d
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e
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d
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i
i
g
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d
e
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t
h
e
o
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e
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i
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c
h
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n
a
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'に
於
て
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各々
カッセシ擧說の
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響
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跡
を
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し
て
汛
る
°
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.
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:

ミ'
、

.
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:
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,
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:

.
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二
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:
-
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.
ニ
、
カ
ツ
セ
ル
經
濟
學
の
出
|1
.點

;

‘ 

'
.
パ

ぐ

:-
-
'
い

.

'>
^
.

「

吾
々
'が
ま
撕
學
呤
出
發
點
5:
'
'取
扱
は
ん
ミ
欲
す
る
.揚
合
に
、
先
づ

第

|
^
、
ニ
つ
の
主
要
の
見
解
♦か
相
對
立
し
て

r,
.ニ十

！
：

镫

(

一
八
三
七〕

カ
ク
セ
ル
の
自
由
虫
翁
經
浒
鹖
2
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第

1

嫩

ニ

 
ニ
五
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一
八
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3

カ

ッ

セ

ル

の

自

由

主

義

經

徵

學

.第
十
一」

號

S

六

居
る
，|

は
旣
^
知
.ら
れ
.て
居
る
'
|
.で
あ
，る
？
，そ
れ
は
即
ち
古
典
學
派
ど
歷
史
學
派
で
あ
る
。

，
‘ ：
，
•例
へ
ば
ク

一

I

ィ
ス
に
依
つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
歷
史
學
派
.の
反
對
論
は
、
.全
線
に
亘
る
，所
の
反
對
で
あ
る
。
絕
對
的
驵
論
に
對
し

て
歷
史
的
到
論
個
人

k
對
し
て
社
會
、
唯
經
濟
的
動
機
化
に
對
し
て
二
般
的
動
機
化
、
靜
態
學
R
對
し
て動

！！

學 

を
對
立
せ
し
め
て
居
る
の
で
あ
る
。」(

註
1
> 

: 

.

へ
ラ
ン
ダ
ァ
の
此
言
、
歷
史
學
派
?(
:
對
立
せ
ら
れ
た
る
疋
統
學
派
0'
特
徵
は
、
此
に
硏
究
せ
ん
ど
す
る
力
ッ
セ
, 

の
經
濟
學
^
於
て
遺
懺
な
く
發
揮
せ
ら
れ
る
、

へ
ラ
ン
ダ
ア
は
、
次
に
獨
逸
ど
英
吉
利
の
經
濟
學
の
出
發
黯
を
檢
し 

て
今
日
猶
、
英
吉
利

^
此
正
統
學
派
の
#
徵
が
傳
硫
冗
し
て
殘
つ
て
居
る
乙
ど
を
說
明
す
るo

ー般にカッセレ

か
、
響

の

新

し

蟲

論

繫

を

霞

X

.
募

め

营

篇

ら

ず

、
英
國
古
典
的
國
民
經
濟
學
Q
m心
想
範
圆
筵

す
る
も
.の
^
謂
は
る
、
所
以
で
あ
るc
話
1
&
。

..

さ
て
、
カ
ッ
セ
ル
は
リ
カ
ア
ド
オ
を
他
ば
せ
，る
が
如
さ
厳
酷
な
演
繹
法
'?
:
行
べ
る
冷
靜
な
る
觀
察
者
で
あ
る
。
彼 

は
其
經
濟
學
k
於
け
る
諸
法
則
の
^
繹
を
行
ふ
拔
礎
ど
し
て
、
先
ず
其
出
發
點
を
定
め
る
。「

經
濟

-(

I

5T
&
P
S 

の
槪
念
如
ち
之
で
あ
<
 
彼

は

、
：其

社

會'«
濟
學
邀

|(
7
^
1
1
3
&

ル ̂

「

經 

濟J

の
.本
質

を

明̂
す

る

:0
蓋
し
、
カ
ッ
セ
.ル
^
依
れ
ば
經
濟
學
は
、總
て
の
理
論
的
硏
究
^
等
し
く
、「

最
も
前
單
、
 

最

も

抽

象

的

な

る

揚

合

か

ら

、
：
進

ん

で

一

■層
複

雑

、
.
一
層
具
體
的
な
る
場
合
へ
旬
ね
ば
な
ら

g
」

の
で
あ
るS

3
。
 

從
つ
て
研
究
の
前
提
ど
.な
る
も
の
は
、
最
も
筒
«

|
事

情

を

假

定

し

.、
出

來

得

る

限

6
硏
究
の
必
要
な
ら
ざ
る
前

提
を
排
除
す
る

.こ
<
で
あ
る
。
前
提
を
多
く
設
け
.る
ミ

は̂
？
其
丈
げ
其
場
合

於̂
け
る
結
論
の
妥
當
性
を
制
限
3 

れ
る
こ
ビ

R
.̂
.
'る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
力
ツ
セ

v
'i
日
く

、

.:

.

.「

我
々
は
、
此
'第
.

I

章

it
於
て
"
、何
れ
の
經
濟
に
於
セ
名
問
題V 」

f

,

:

從
つ
て
經
濟r
般
に
於
で
本
質
的
意
義
を 

有
ず
る
所
の
事
象
に
吾
人
の
硏
究
k
制
限
.し
や
ぅ
ど
思
ふ
。
：此
理
由
か
.ら
し
で
、
::
'
吾
人
'は
»

»
組
織
^
_

し
て
、
此 

處
で
は
何
'等
の
前
提
を
4
82
-
-け
ぬ
、
.此
^
敍
述
3
れ
：る
所
の
も
0
は
て
あ
ら
ゆ

-6
'
經
濟
，の
形
式
^
贩
じ
て
.妥
赏
性
?: 

有

す

る

'も

の

で

な

け

れ

ば

'.な

ら

 

g
j
cfi
s-
:
^
、

/ 

シ

:-
.、

っ

： 

ノ
リ
'
:

V
.

,
,
’

.:

.

.さ
て
、

カ
ッ
セ
>

は
，
»
濟
の
本
質
を
解
し
..て
、.

「

«

»
の

目

的

は

，入

間

の
_欲
銮
滿
足
で
あ
る
、
じ
$

®
即
ち
ま
» 

す
は
、
斯
沪
る
欲
望
滿
足
を
.可
能
な
ら
し
.め
ん
^
す

.る

.行
爲
で
；あ
_5'
ど
す
各
。
，而
しV

其
行
爲
ヒ
は
，
行
爲
其
自
身
、
 

が
欲
望
滿
足
ど
な
る
行
爲
で
f

て
、
其
め
依
つ
て
以
て
欲
望
滿
足
、の
手
段
，̂
獲
得
せ
んw

す
る
先
行
的
準
備
的
行 

.像
、
又

は一

主
.體
■の
直
接
め
欲
望
滿
足
?:
.目
的
ど
せ
る
他
人
，の
.行
爲——

.換
言
す
れ
ば
、.欲
望
滞
足
を
可
能
：な
ら
し 

'め
る
が
、
然
も
猶
ほ
欲
望
滿
足
ど.1

致
せ
ざ
る
所
の
行
爲——

そ
うS

ふ
行
爲
の
全
體
が
經
濟
を
構
成
す
る
の
で
あ

斯
様
^
經
濟
は
準
備
的
先
行
的
行
爲
で
’あ
る
以
上
、
其
は
必
ず
マ
定§

將
來
^
對
ず
る
顧
旛
§:
伴
ば
.な
け
れ
ば
な 

'ら2
。

夂

之

ビ

同

時

を

丄

般

^
經
濟
は
欲
望
滿
足
に
對
す
る
多
數
人
の
共
同
動
作
で
あ
つ
て
、

I

孤
獨
人
の
個
人 

經
濟
の
如
さ
は
例
外
^
過
ぎ
なS

の
で
あ
る
か
ら
、
從
つ
て
多
數
人
の
働
く
所
.、
#
處
：に
は
、
：.當
然
多
少
共
包
括
的 

な
紐
織
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙

美

な
る
o
此
將
來
k
.對

す

る

顧

虛

ビ

：包

括

：的

組

織

ミ

の

；ー：
ー

0
:の
要
：素

は

文 

明
の
進
步
^
共
^
益

、
其
赏
耍
性
を
增
す
の
’で
あ
る
.。
:
八

. 

'
.
へ
：.
'
:、,
ン

(：：;
:
;
?
.

 

:■
'
 

' 

i
而
し

て
此
骼
1
一
の
要
素
、
即
ち
經
濟
の
組
織
如
何
が
幾
多
の
經
濟
現
象
.k

®々
な「

る
影
響
を
及
す
も
の
で
あ
る
Z 

ビ
は
、
，言
ふ
ま
で
も
な
い
乙
ど
で
あ
る
。

策
ニ
十
四
卷(I.

八
.！一
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力
、
ッ
ャ
ル’の
_
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3生_

藝

(

1
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紙

十

一

號

ニT
.

、
'
茲

化

ぃ
#

R
注

意

し
.な
け

れ

ば

な

.ら

ぬ

M

ビ
は
、
力

ッ
セ
ル
に
侬
れ
ば
、
經
濟
學
の
最
も
重
要
な
る
任
務
の
一
つ 

は
諸
經
髀
現
象
の
、中
^-
在
り
て
經
濟
生
活
の
本
質
的
必
然
的
な
る
：も
：の
C

T
然
ら
ず
b

v
經

濟

鈕

織

：形

體

の

.如

何

こ 

從
づ
て
影
響
^
れ
る
所
の
相
對
的
事
象V

?:
區
別
す
る
、
一

即

ち

、經
濟
的
現
象
の
經
濟
的
必

然

性

を

發

見

し

、

人

間
 

が
勿

俩

k
經
濟
的
k

此
必
.然
性
，̂
依
賴
す
る
か
を
明
に
し
、
社
會
的
經
濟
的
諸
政
策
^,
對
す
る
.其
限

界

を

割

す

る 

む
ぜ
，で
^
る

。

菩
人
は
此
に
經
濟
學
上
の
權
カ
理
論
^
對
し
て
ヵ
ッ
'
:セ
；
ゲ

の

抱

け

る

最

初

の

敵

意

、、

」

>

自

由

主

義

復
 

®.
へ
の
第一

の
意
圖
?:
.見
出
す
之
^
が
出
來
る
。

微
つ
て
■力

.

ッ
セ

V

か
經
濟
の
概
念
を
明
^
し
、
'
.經
濟
生
活
に
關
す
る
植
本
的
現
象
を
確
め
.た
後
^
現
代
の
.經
濟
現 

象
を
說
明
す
る
爲
；

前
提

V/

し
て
採
用
す
る
所
の
社
會
は
其
秩
序
、
法
律
、
習
惯
等
；̂
關
し
、
可
及
的
最
少
限
度 

に
之
を
無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

此

處

で

力

，
ッ
セ
.ル
の
採
用
す
，る
社
#
ば
、
交
換
經
濟
の
社
會
で
あ
る
0
\然
ら 

ば
勿
何
に
し
て
、
力
ッ
セ
ル
は
經
濟
の
泄
界
か
ら
交
換
經
濟
の
世
界
へ
移
る
か
ヒ
い
ふ
乙
ど
が
必
然
的
^
問
題
ど
な 

つ
.て
來
る
之
に
對
す
る
鲁
へ

.は
、
即
ち
.經
濟VJ'
いふ

^
念
ヾ」

交
換
經
濟
の
概
念
ん
-
sf

明
^
す
る
Z

ビ

it
Kc
o
て
了 

解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
ぅ
。
旣
に
囊
R
、
經
濟
ど
は
欲
黛
滿
足
の
，爲
の
先
行
的
行
爲
で
あ
る
と
言
つ
た
、
然
も
經
濟 

の
共
通
の
特
徴
を
爲
す
所
の
名
.の
は
.、
全
體
ど
し
て
欲
望
滿
足
の：

手
段
が
：.不
足
又
は
拂
.底
し
て
居
る
^
い
ふ
こ
^
で 

あ
'る
。「

吾
人
は
、
唯
欲
望
滿
足
の
可
能
性
が
制
限
3
れ
て
居
る 

>
」

い
ふ
前
提
の
下
^
營
ま
る
、
行
爲
を
經
濟
的vj

呼 

ぶ
.の
で
あ
る
。L
C雙
o

K

k又

「

：
：
：

欲
望
滿
足
の
手
段
は
通
例
欲
望
化
比
し
て
拂
底
し
て
居
る
。
唯
\
'

w
 
く 

の
如
き
手
段
の
み
が
經
濟
R
取
つ
て
問
題
ど
な
る
。
唯 

<拂
底
せ
る
手
段
の
.み
が
經
濟
的
手
段
で
あ
る
。」

ハ
註
セ
> VJ

。 

全
經
濟
は
補
底
の
原
則(

又
は
稀
少
性
の
原
則)

^
支
配
せ
&
れ
..て
居
る
.の
で
ぁ
る
。

'
: 

:

V

'ン
斯
の
如
'̂
'
>挪
膨
の
‘原
則
の
支
配
ビ
‘い
■ふ
.乙
ど
k
其
.他VJ

區
別
^
^
>
^
^
さ
特
徵
を
有
す
-̂
經
濟
*
#
^
^於
て
、
. 

人
間
は
如
何
^
行
動
す
る
か
、
何
等
か
の
原
則
^
從
ヴ
て
行
動
す
る
も
の
.で

あ

-5
-
.か
ど

い

ふ

乙

ヒ

が

當

然

次

'の

問

題 

w

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
力
ジ
セ
>
は
之
に
答
へ
て
、
玆
.にT

終
的
經
濟
的
原
則
を
持
出
す
の
で
あ
る 

(
D
a
s

 

a
l
lgemdne 

wistschaftliche 

princip) 。

經
濟
的
原
則
ば
、
之
を
ニ
つ
.

分̂
け
る
己
ざ
が
出
來
る
。
欲
望
滿 

足
埒
等
の
原
則
"
及
び
最
少
费
用
の
原
則
之
で
あ
る
。——

此
等
め
原
則
た
就
て
は
、
：
次
節
^
詳
論
す
る
積
6
で
あ 

.る
か
ら
此
R
.は
简
單
^
說
明
：す
る
に
业
め
る
が
ご
欲
望
滿
足
均
等
.の
原
則
ビ
は
、
#
太

利

學

膨

の

所

謂''
限

界

效

用 

均
等
の
法
則
で
あ
る
。
最
少
費
用
の
原
則
す
は
、
即
ち
可
及
的
最
少
め
手
段
投
入
を
以
て
パ
ー
定
の
目
的
を
獲
得
せ
ん 

ビ
す
る
努
力
で
あ
る
。
. 

• 

ノ 

...，

■ :「

從
つ
セ
經
濟
を
ば
爾
餘
の
人
間
行
爲v

區
別
す
る
所
の
，も
め
、
否
.、
人
齓
行
爲
の
特
、殊

の1

面

^
し
て
他
^
之
を 

區
泚
す
る
所
の
も
の
は
、
經
濟
的
領
域
^
於
で
は
M

_

®
原
則
に
即
し
セ
行
，
す

る

^
い
ふ
事
で
は
ま
く
て
、

其
行 

動
が
斯
く
の
如
き
見
地
か
ら
判
斷
せ
ら
れ
得
る
ビ
い
ふ
乙
ど
、
及
び
、
”實
際
に
於
て
如
何
k
人
.M
が
行
©
す
る
乙
プ
レ■ 

が
!:
1
:
[
-
來
樣
^
も
、
經
濟
全
體
が
拂
底
の
原
則
^
支
配
せ
ら
れ
て
思
る
ど
い
ふ
乙
^
、換
言
ず
れ
ば
、
欲
望
^
欲
槊
滿
足 

の
乎
段w

の
問
に1

致
を
致
^
し
ひ
可
き
避
け
得
べ
か
ら
ざ
る
必
舉
^
從
づ
て
滕
.る
？
い
ふ
^

€
で
あ
る
。」

羅

6
 

.

■;
從
つ
て
，
人
間
は
經
濟
行
爲
を
爲
す
^
當
つ
て
經
濟
的
原
則
に
#
ふ
こ
せ
は
'
:ー
致
釔
助
け
る
所
以
で
あ
>
0 

0併
し
、
 

經
#
的
原
則
^
從
ふ
.
^
l
$
!
s
k

論
な
く
、'
此
ー
へ
致
は
_致
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
1い
の
で
あ
る
9

ン

.

り
^

^
力
：ジ
セ
ル
が
交
換
經
濟
に
關
し
て
取
れ
る
其
說
明
1
则
提
^
5:
明
纪
^
て
見
や
>
>
,
0
'
:
,

バ

:■
'

へ；
.
.
.

V
力
ハ
ク
セ
.ル
自
#
の
言
葉
を
借
6
る
な
ら
ば
、「

交
換
經
濟
の
本
質
亂
特
徵
5:
爲
す
所
か
も
の
は
、
數
多
の
單
獨
經
濟

馆
二
十
四
卷( 」

八
凼
3

ヵ
ッ
セ
ル
の
自
山
主
義
經
濟
舉(

一) 

第
十
.一
麻 

'て
三
九



第rr

十

四

卷C
I

八
g
r5:
ヵ
ッ
セ
ル
の
&'
由
.主
義
經
濟
學(

3

第
十
一
I 

5

Q

がv
ボ
經
濟
の
內
か
C

R
_存
じ
、
此
等
の
單
獨
經
濟
が
其
生
產
的
勞
働
叉
は
其
所
有
敗
產
^
依
つ
て
.：ー：定
期
間
內
1

|

'定
金
額
を
支
出
L
、，
總
經
濟
內
货
で
生
產
ぜ
&■
る
、
種

々

■

財
貨
$

之

を

以

て

轉

$

 

g

令

或

ぱ

又
次
の
樣

S

ふ
I

s

來
る

。
V
:交
換
經
濟
€
は

即

ち

「

其

：內

觀

家

f

營

所

の

各

* 

相
異
な
れ
る
種
々
の
人
々
が
、
：自

家

の

爲

葉

產

せ

^
_

て

、：
.备

社

#

の

露

_
.
生

迤̂
爲

は

，

丽

1>
;
て
_
常
、'
良
家 

の
需

要

の
爲
R
要

す

る
所
の
％
の

ど
、
自

衆

の

生

產

物

或

ば

勤

務

ゼ

交

換

ず

る

麻

の

S t
會
狀
擦
■

 

rs>
ぃp

あ
る
气 

;

何
れ
の

定
義
^

於
て
^ ：

、—

且
つ
.卿
著

^

觀
取
せ
ら

れ

る

乙

ど

は

、

交

換

經

濟

办

純

_

濟

的

物

質

的

.

察

で
 

あ
る
。
'ン
交

換

經

濟

|

，

單
k
數
多
の
取

獨

經

濟

は

其

內

部

で

相

互

£

物

化

も

，
：

霉
節
S

乾

山

.
 

^
.任
意
^
生
產
し
且
.つ
消
费
し
合
ふ
填
純
な
る
紙
織
を
意
_
す
..る
it
過
：ぎ
な
い
へ
の
で
あ
る
。
へ
多
數
の

*
獨
^
濟
が
K
 

合

し

4
に
働
く
乙

迄

'依

つ

て其
廒

に

1'
つ
■
の社
會

秩

序

の

發

生

を

見

繁

-共

蒙

必

錄

的

纪

何

等

か

の

概

ヵ

關

係
 

が
生
れ
て
f

 
H

な

s

i

l

s

l

s。
人
間
S

S

S
全
然
物

質

的

で

f

。

力

セ

^
は
交
換
.經
濟
の
.歷
史
的
發
達
?:
敍
し
て
1
1
1
ぐ
、
'服
.檢
時
代
^
於
け
_る
傰
^
經
濟(

家
族
經
»〕

は

時

^

の 

經

過

品

^
自

給

直

の

經

濟

た

る

|

を
止
め
，
分
*
が
生
ま
る
>
化
.及
ん
で
爾
餘
の
霧
獨
.經

濟

握

響

る

度
 

?:
强

め

て

ょ

$
大
な
る

}
經

濟

單

位

の

，
一

部

分

を

爲

す

に

至

'る
o
:此
，
の
：、
允6
.大
な
る
紙
»
單
#:
を
、
：人
は
稱
し 

て
交
換
經
濟
め
社
脅
ど
爲
す
に
至
つ
た
の
で
：ぁ
る
ど
。.
.即
ち
歷
：史
的
發
座
は
單
獨
經
»
ヒ
し
て
.總
_
濟
は
依
賴
す
る
：
 

敗
を
益
，
服
か
ら
し
め
、：
總
經
濟
の
重
要
性
を
益
，
高
’め
ん
ざ
す
る
儆
向
は
進
^

で̂

紅

气

磁

も

萍

ご

ヵ

；
ッ
セ
レ 

丨
在
つ
て
は
總
解
濟
の
全
體
？
し
て
の
重
耍
性
が
张
め
ら
_れ
、
«
獨
經
濟
^
影
«
を
及
す
^
至
る
/
^

總
經
濟
內
部
に
於
け
る
.、
各
單
獨
經
濟
相
互
間
の
"現
象
於
、
资
濟
の
铮
高
を
乜
ぞ
总
ら
次
る
ぼ
遛
ぎ
吃
ハ：

り
で

‘

あ
名
？ 

: ヵ
：；：パ

:̂
^

^
强
調
ザ
る
领
の
凌
桷
蘼
濟
-ビ
ほ

、
：；
古

：

^
正̂
«
尊
*
;の
經
«
學
の
生
輿
對
象
ず
じ 

★

る
源
子
論
§
な
.

(

廣
義
に
於
け
る)

「

市
場」

を
意
味
し
、
單
獨
經
濟
は
、
此
市
揚
k
在
つ
て
®

*
に
、
經
濟
的
原
則 

R
從
つ
て
湘
互
^
交
娘
し
合
ふ
所
のI

J
o
m
o

 

E
c
o
n
o
m
i
l

R
外
な
ら
ぬ
の
で
-あ
る
、
•蓋
し
、
力
ッ
セ
ル
は
、
明
& 

k

、
：
.
交
換
經
濟
の
特
徵
た
る
可
&
現
象
が
價
格
<£
懍
格
形
成
の
過
程
で
あ
$

8
 I D

、

而
し
て
價
格
論
が
彼
の
經
濟 

學
の
孩
心
を
^
す
所
の
間
題
で
あ
る
乙
ヾ」

S

1

ニ >

を
.言
ふ
.の
.で
あ
る
。
之

^
同
時
-
R:、；.單
獨
經
濟
が
其
行
爲
を
經 

濟
的
原
則
^
依
9
て
律
せ
.ら
，る
可
&
乙
^
を
要
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

•
.都
ち
交
換
經
濟
に
在
つ
.て
.も
、.”單
舞
經
濟
の
經
濟
的
利
害
.の
：追
求
は
本
«
的
^
,何
等
他
の
»
カ
k
依
，つ

て

影

響

せ 

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
淇
經
濟
行
爲
は
、
：鍵
に
：カ
ッ
セ
ル
が
：ニ
：般
的
經
濟
的
原
則
^
し
：て
擧
げ
た
昕
の
も
の
：、
即
ち 

.

「

現
有
手
段
を
以
て
.，可
及
的
均一

且
つ
完
全
な
る
.欲
望
滿
足
を
達
せ
ん
•ど
す
る
所
の
消
費
の
統
制
、
並
び
に
此
欲
望 

滿
足

^
對
し
て
可
級
的
豐
富
な
る
手
段
を
獲
得
せ
ん
^
す
る
努
カ
>

」

ょ
$
成
る
も
の
で
あ
つ
て
、
4
/fl
は
あ
ら
ゆ
る 

「

經
#」

を
通
じ
て
.行
は
れ
る
も
の
で
あ
.る
。
此
勸
^
於
て
各
單
獨
經
濟
は
.先
ず
.第

1
K
其
自
身
.の
目
的
を
追
來
し
、
.. 

而
し
て
又
斯
<
す
る
こ
ど
^
依
つ
て
疋
し
く
.大
な
る
總
«
濟
中
の
獨
立
の
單
位
を
桃
成
す
.る
3の
で
あ
る
。」

ハ
註
一1.).

:,
'
菩
入
.は
、，
此
最
後
の
.ー：文
^
於
て
明
瞭
に
«
の
1£
統
學
派
の
復
活
た
る
所
以
5:
看

:6
_乙
ど
が
出
來
る
。
.ヵ
：ッ
セ
ダ 

は
、
生
産
の
發
達
、，；分
業
の
*
步
、
從
つ
て
注
產
の
社
#
化
、
社
會
的
生
產
の
摩
實
を
確
ド
認
め
て
居
-6
。
然
も
猶
、
 

«
の
如
さ
，交
換
經
擲
社
會
化
於
て
、
單
獨
經
濟
の
經
濟
的
利
害
は
影
響
を
蒙
る
Z

ヾ

」

が
な
か

の
で
あ
る

。「

各
單
獨
經 

傭
は
先
ず
第
i
k其
自
身
の
目
的
を
追
求
し
、」

而

し

て「

斯
く
す
る
乙
ど
に
依
つ
て
各
單
獨
經
濟
は
、
' 正
し
ぐ
、レ
大 

な
る
總
經
挪
中
の一,

單
位
を
權
成
す」

る
の
で
あ
る
。
而
1
て
、
此
交
換
經
濟
;]
1
1
:
#
に
：於
て
各
軍
獨
«
濟
は
經
濟
的

部
ニ
十E

f

:2
八
S
I)

.
ヵ
ッ
セ
ル
の
|

主
養
濟
學
ハ
ご 

筋
十
一
铍
一
四
一



锻
ニ
十
四
卷

2
八
四
四)

，

方
ツ
セ
ル
.の
自
由
主
義
經
濟
學(I) 

笊
十I

號 

一
®
一一

原
則
に
從
っ
て
行
動
す
る
の
で
あ
る
9
其
原
子
論
的
•

其
個
人
主
義
的 

> 其
物
質
主
義
的
、
其

自

FI
-
1主
義
的
色
彩
は
、
 

何
人
を
し
て
も
古
典
學
派
の
經
#
思
想
を
似
ば
せ
る
に
湘
違
な
い
0
ァ
グ
A 

.ヌ
ミ
ス
が
個
人
は
偏
に
自
己
の
利
益 

を
念
頭
に
置
い
て
働
さ
、
.然
も
斯
く
す
る
■ミ
ビ

^

依
て
彼
は
.社
會
の
一
員
^
し
て
公
共
の
爲
R
働
さ

p
、
あ
る
も
の 

でt
v

s

右

人

主

義

的

哲

f

其
經
濟
理
論
の
根
概
S

.

S
此
古
典
學
派
^̂ 

ヵ
ー
ッ
セ
ル
の
そ 

れV 」

の
間
i
は

憤1

で
は
な
い
ど
し
て
？

P

 

J

脈
相
通
ず
る
も
の
の
在
る
乙
^
は
、
何
人
^
睢
も
之
を
不
2定
せ
ぬ
で 

あ
ら
う
。

ス
ミ
ス
に
は
藥
天
主
義
の
哲
學
的
色
彩
が
あ
る
が
、
力
ッ
セ
ル
k
在
っ
て
は
、
純
粹
R
經
濟
的
經
驗
主
義 

が
某
礎
を
な
し
て
居
る
。
前
者
^
は
理
神
論
が
其
經
濟
理
論
^
影
響
す
る
所
が
あ
る
が
、
.後
者
^
在
っ
て
は
、
■
正 

な
る
科
擧
的
要
求
を
守
ら
うW

す
る
の
相
違
が
あ
る
け
れ
共
、
經
濟
思
想
の
稂
柢
に
根
ざ
す
個
人
主
義
物
質
主
義
に 

於
い
て
は
其
主
張
^
異
な
る
所
が
.な
い
の
で
あ
る
0

:
實

R

力
ッ
セ
ル
の
取
れ
冬
斯
く
の
.如
念
經
濟
學
の
出
發
點
は
、
等
し
く
、
.今
日
の
社
會
主
義
學
派
社
會
的
法
的 

學
派
或
は
、
經
S

I

個

人

產

的

出

露

i

雛
しv

、： 

s

i
聲

S

S

 

■
社
f

議

す

る

も

の
^
取
っ
て
攻
擊
の
的
ど
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ(

註
一
四)
。

.吾
人
は
、
#

R「

經
濟」

か
ら「

交
換
經
濟」

へ
無
雑
作
k
.進
む
力

ッ
セ
ダ
の
論
理
的
過
程
を
ァ

モ
ン
に
從
っ
て
研
究 

し

^
う
。 

•

經
濟
學
を
.以
て
社
會
科
學
？
な
し
、
.其
社
會
性
を
强
調
す
る
ァ
ル
フ
.レ
ッ
ド
。
ア
モ
ン
が
カ
ッ
セ
ン
の
此
立
場
を
攻 

擊
す
る
め
は
當
然
で
あ
る
。

.
:テ

^
ル

.
:»
->
:'-
^
ル
が
經
濟
め
漑
念
-^
ら
^
の
.儘
交
«
經
»
の
槪
愈 

>移
^
所
k
矛
盾
^
:羧

.1
す
る
。
..ァ

モ

'

侬
れ
ば
一
交
換
經
濟
の
*

^
は
單
ー
な
，る
槪
念
で
は
な
く
、一

〗

っ
の
全
く
異
な
っ
/2
相
互
に
因
果
關
係
を
有
せ
ぬ
結
' 

合
槪
念
で
あ
る
。
而
し
て
問
題
は
、
吾
人
がr

交
換」

「

經
濟」

ど
い
上
時
に「

交
換
し
を
意
味
す
る
か
、「

經
濟」

を
意
味
す 

る
か
で
異
な
る
。
即
ち
交
換
經
濟
£
呼
ぶ
：所
の
經
驗
的
現
象
^
就
て
吾
人
が
觀
：察
し
、
又
觀
察
せ
ん
S
欲
す
る
所
の 

も

の
は
、-1
其
交
換
經
濟」

^
於
て「

經
濟」

，た
る
所
の
も
の
で
あ
る
.か
或
は
交
換
の
槪
念
^
橫
は
る
所
の「
社
會
的
な
る 

も
の」

で
あ
る
の
で
，あ
る
か
で
異
な
る
o
前
の
場
合
^
は
、
哥
人
は「

經
濟
的」

の
領
域
に
行
動
す
る
も
の
で
あ
办
、
後 

の
場
合
に
は
、
吾
人
は
之
ど
全
然
異
な
れ
る
領
域
、
即
ち「

社
會
的」

の
領
域
^
踏
み
入
る
も
の
で
あ
る
。
.兩
者
は——
丨 

論
理
的
理
解
力
ょ
々
見
て——

全
く
分
離
せ
る
、
本
質
的
妃
相
異
せ
る
ー
一
っ
の
世
界
で
あ
る
。■
:
:
:
此
交
換
經
濟 

な
る
混
合
槪
念
はr

經
濟
衣
る

槪
念
を
忘
れ
て
、
交
換
な
る
槪
念
^
達
せ
ん
が
爲
に
採
用
3
れ
る
の
で
あ
る
o

他
の 

多
く
の
著
者
は
唯
？「

經
濟」

办
ら(

交
換
經
濟
に
で
な
く) 「

交
換」

に
飛
躍
す
る
を
常
ど
し
、
理
論
經
濟
學
の
根
本
問 

題
、
：
價
格
論
^
達
せ
ん
が
爲
化
交
換
經
濟
の
槪
念
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
、
>.
,之
に
對
^
て
カ
ッ
_ fA

；

は
、
經
濟
的
觀 

察
の
見
地
に
殘
存
し
て
、
然
か
珞
尙
經
濟
學
的
領
域
^
進
^
ん
：ど
す
る
タ
；從

0

%
ヵ
：
;-
セ
：
7-
^
取
っ
て
此
雨
者
を
論 

理
的
R
猶
合
す
る
問
題
、
即

ち一

っ
の
解
く
可
か
ら
ざ
る
假
象
的
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。
，
.
:

,
.經
濟
ど
交
換
經
濟
^
は
外
觀
上
：又
は
通
常
の
解
覽
如
く
、
交
換
經
濟
の
槪
念
が
論
理
的
意
味
に
於
て
經
濟
の
槪
，
 

念
.の
下
位
?:
爲
す
狹
義
の
槪
念
を
な
す
も
の
で
あ
る
^%

ふ
意
味
^
於

.て

.
>栩

互

^

、.論
理
上
の
、
上
.層
秧
字
マJ

下 

層
秧
序
ヒ
の
關
係
^
立
っ
も
の
で
は
な
：い
、
換
言
す
れ
ば
交
換
經
濟
は
、
決
し
て
經
濟
.で
は
.な
く
、
多
く
の
經
濟
す 

る
省
の
、
結
合
、
即
ち
槪
念
1
啊
等
經
濟
的
な
る
％
の
を
含
爻
ざ
る
結
合
^
過

ぎ

な

い

の

で

あ

，る

。

然

る

ド

カ

.
ッ
セ 

.ル
は
、
:交
換
經
濟
?:
以
て
此
廣
義
の
槪
念
の
下
層
*
序

を

爲

す

も

の

見

る

。べ
即
ち
彼
は
經
濟
的
根
本
範
囀
を
交
換

第
二
十
四
卷(

一

八
四
五)
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セ
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四

經
濟
处
其
鍊
疆
め

.名

-0
册
に
於
文
办

:-
_
の
虛
構
が
生
れ
て
來
^
:
:其
虛
構
.气

^
^
^

れ
ば
な
ら
ぬ
善
れ
ば
ぼ
交
換
經

'«
は
、
»

)7
あ
^

•■
to
ば
な
炎

ぬ

か

望

若

,1
.交

換

馨

：が
經
»
で
：あ
る
ゼ
す
rl
4

. 

交
換
經
濟
R
取

_
0
:
て
何
れ
.丈
对
缺
け
て
居
る
所
.が
あ
る
：か

-?
:

す̂
爲
^

—

—规

範

的

意

浓

に

於

て

、

又

經

濟

.政

策

的 

意
味
せ
姆
て
.极
承
|
|:^
る

前

-&
^
は
あ
る
が
ぐ
理
論
的
«
察
^
於

て

、
：；
經

濟

；の
理
，論

に

於

て

最

%

«
端

な

る

紛
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導
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§

1

1

1
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：

^

ィ
：
斯

の

如

ぶ

、
；
力

；

:；
'3

,
セ
：.ル
;R
對
す
る
.ア
'モ
：'ン
の
非
雛
が
何
濾
ょ
巧
往
ず
る
も
の
で
あ
^
か
ど
言
ふ
^
、
そ
れ
が
明

 ̂

力
：
ッ

セ

.
：
グ

の

-
由

主
_
的
*
濟

學

の

根

本

把

橫

は

石

「

經

擠」

せ

「

個

人

，主

義

：的

交

換

經

濟

」

の

出

發

點

ミ

、
，；
經

濟

的 

原
則
の
«
格
な
演
釋
ビ
ょ
々
生
ず
る
も
'0
で

あ

る

乙

.(
£
は
論
を
俟
た
ぬ
で
あ
ら
ぅ
ビ
吾
人
は
其
虛
構
.が
力
ツ
セ
ル
の 

rf
謂
る
經
濟
學
：の
'絕
對
的
目
的
な
る
^
の
^
依

り

て是
！！

さ

る

べ
^
Z

^
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^
明
^
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0
ぅ
ど
丑
ふ
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胜

1.四
今
日
、
此
■
人
主
義
經
濟
舉
に
對
し
て
最
も
恶
し
い
對
照
を
爲
す
も
の
は
、
オ
ッ
ト

マ
.ア
•シ
ユ
パ
ン
'の
串
ゆ
る
ネ
方
*ロ
マ
ン
チ
カ
ア 

■
で
あ
る
o
,'
ゾ
ユ
。ク
ノ
は
自
己
の
全
體
、霧
の
見
地
か
气
カ
ッ
セ
ル
の
新
自
由
主
8

濟
學
を
非
雛
し
て
、「

リ
カ
ア
ド
す
の
學
說
の
理 

論
上
總
て
倒
値
な
き
こW

の
證
明
せ
ら
れ
た
今
：
！
：
、
.

猶
ほ
I
Iの
自
由
主
義
學
派
の
存
す
る
€
い
ふ
こ
气
否
、
焚
に
自
由
主
瓤
學
派
が 

安
配
的
地
位
を
贏
ち
得
て
f

乏

ふ

は

、
我
々
.の
科
學
が
、
未
だ
十
八
世
紀
の
\1
を
話
し
て
居
I

い
ふ
：明
白
な
證
據
で
あ

.

る」(

0
^
言
'
.つて
'展
る
0
:
:
.
?
:
,
'.
.
.
 

.

. 

.
:

.

.

.
註

.

othmar Sp 
名 

n
B
i
e 

Haupttheorien der Volkswirtschaft 
旁 

XLrs. VJl. 

•

，

肢
.一•五 

Amo 
ロ n, Archiv 

fcs
r Sooialwissenscbaft, S. 15116,

三
、
カ
ツ
セ
ル
の
經
濟
學
の
目

的
.

リ
ア
今
ン
：は
.更
に
語
を
績
け
て
言
ふ「

吏
に
詳
細
^
觀
'察
し
や
;>
:

、

.

_

力
；ッ
セA

は

言

ふ

、

『

財

貨

は

、

常

^

共

存 

在
量
.か
.制
限
さ
れ
■て
居
る
.の
で
あ
る
か
ち
、：

單
獨
經
濟
'の
欲
望
ば
明
に
適
當
な
方
法
に
從
つ
て
制
限
3
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
^'
-
.い
。
其

際

-
層
®
要
な
.る
欲
望
は
、」

.當
然
：

一

層
：重
要
*
.

-'
6
ざ
石
欲
望
4
ぅ
^
先
に
1選
擇
^
れ
ね
ば
沈
ら
$』 

此
處
に
1

0
の
相
異
.：せ
る

、
然

も

又

實

に

論

理

上

全

然

別

個

め

：主

.張
が
相
結
合
し
て
居
.る
。^
單
獨
經
濟
の
欲
望
. 

が
制
限
さ
.れ
贫
げ
れ
ぱ
祀
?>
?
ぬ』

ヒ
.は
.確
が

：に

、

直

ち

：裏

換

經

濟

に

養

す

，る
、

.併

し

な

がK『

其

際
‘

r

層

®

要

な

锻
ニ
十
四
卷(

一
八
四
七〕

力
少
セ
ル
の
自
出
主
義
雜
濟
學「

U

敷
十
一
號
一
四
苏



第
ニ
十
拽
卷(

一

八
四
八〕

.*■
、.ツ
セ
ル
の
&
由
.主
務
經
濟
學
ハ
1
0 

第

十

ー

號

一

四

六

る
、
欲
望
が
常
然
一
般
的
經
濟
的
原
則
^
從
つ
て
、
十
層
艰
耍
な
ら
ざ
る
欲
望
ょ
6
も
先
に
.選
擇
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら 

ぬ』

を
味
，
.之
と
全
然
何
等
論
a
的

—
致
の無

：：S
、

且
り
又
其
構
成
土
极
本
：的
代
相
違
せ
る
主
張
で
あ
る
。1
前
者
は
、
 

f

の
必
然
的
な
.、ぃ
自
然
必
然
的
な
事
實
_
係
、:

.一:.
つ

の

因

果

關

係

の

主

張

で

あ

る

。

『

財

は

常

气

唯

，
'
其

存

在

優

が 

制
限
^
れ
で
居
る
.か
ら
‘

』

：
€'S

ふ
こ
匕
か
ち
^
單
獨
經
濟
の
欲
望
は
制
限
^
れ
な
け
.れ
ば
な
らg

l
,

ど
い
ふ
こ
ち

か
 

因
果
的
必
然
性
を
以
て
推
論
さ
れ
る
'
?
'吾
入
は
之
を
經
濟
理
論
的
敍
述
と
着
る
こ
^
が
出
來
る
。.
併
し
な
が
ら
、
後 

者
は
一
の
經
濟
政
策
的
要
求>

1

つ
の
純
經
濟
政
策
的
要
求
、
唯
-當
然
經
濟
的
行
爲
を
爲
す
者
に
對
し
て
、
其
行
爲 

範
園
內
^
於
て
向
け
ら
れ
'5
要
求
で
あ
.つ
.て
、
交

換

經

濟

，の

如

さ

意

思

>」

行
爲
能
カ
無
さ
、

一
の
抽
象
化
對
す
る
要 

求
、
即
ち
單
な
る『

行
焉
の
全
體』
k
對
し
て
，向
け
ら
る
、
所
の
要
求
で
植
な
い『

ね
ば
な
ら
ぬ』

(

I

S

S

)

ど
い
ふ 

言
葉
は
、
。
：
：
‘
根
本
的
^
異
つ
：た
意
味
^
使
用
^
れ
て
居
る
の
で
あ
る」

<
:註
1}。

ァ
モ
ン
は
、
斯
く
の
如
く
、「

交
換
經
濟」
の
槪
念
^
就
て
ヵ
ッ
.セ
ル
，の
個
人
主
義
を
.非
雛
す
る
ど
共
^
、
其
經
濟 

的
原
則
の
經
濟
敗
策
的
要
求
を
指
摘
す
る
？
敗
經
濟
學
の
窥
範
科
學
的
性
質
を
樣
摘
す
る
0
ァ
モ
ン
は
風
^
ヵ
ッ
セ 

,

の
經
濟
棚
論
ほ
解
爾
し
て
、

^
ッ.

セ

\

が

.

『

«'
»
學

ば
實
際
の
*
濟
生
活
の
_
歡
を
其
必
然
性
の
程
度
に
應
じ
て 

吟
味
す
る
ビ

い
ふ
^
ぅ

|

つ
の
任
務
を
有
す
る
墓
日
ふ
際
，ド
力
ッ
セ
ル
は
必
然
性
の
意
味
に
於
て
、
因
果
的
•
規
範 

的
兩
樣
の
解
釋
を
混
同
せ
し
め
て
居
る
で
せ
を
指
摘
し
、
而
し
て
そ
れ
は
、
結
局
、
力
ッ
セ
ル
が
常
^
ニ
つ
の
問
題
、
 

即
ち
、
；'實
際
の
交
換
經
濟
^
於
て
は
何
ぅ
.で
.あ
る
か
ミ
い
.
_ふ
問
題
：ど
、
經
濟
的
原
則
、
即
ち
欲
望
の
均
一
的
制
限
ど 

生
産
の
經
濟
的
^
導

^

の
原
則
の
要
求
が
滿
S:

て
居
る
ミ
い
ぷ
Z
€

が
前
提
3
れ
て
居
る
交

換

經

濟

R
於
て
は
可
ぅ 

で
あ
る

か

ビ

い

ぶ

ー

一

ひ

の

問
題
に
對
し
て
一
つ
の
答
し
か
與
へ
て
居
ら
ぬ

.乙
ビ
か
ら
生
ず
る
も
の

e
あ
る
ビ

す
る
。

菩
人
は
：ヵ
ッ
セ
ル
が
斯
榇
R
規
範
的
必
然
性
:̂
因
果
的
必
然
性V

を
浪
间
し
たyj .

の
非
雛
を
受
け
る
k
至
つ
た
所 

以
、
即
ち
ァ
4
シ
が
所
謂「

一,

つ
の
答
<
.
.
|_
-を
爲
す
^
至
つ
：た
所
以
5:
、
：
彼

の

自

然

主

義

的

經

濟

學

の

出

發

織

(£
:
目

的 

^
方
法
^

^
求
め
ん
^
す
る
者
で
あ
る
。

;
，力
：.

ッ
セ
‘
ル
k

俊
れ
ば
交
換
經
濟
內
R
於
け
る
第
へ一:

の
問
題
林
、
拂

底

の

-M
則
の
支
配
ど
、
經
濟
的
原
則
の
妥
當
性 

の
問
題
で
.あ
る
"
被
は
欲
望
滿
足
均
等
の
0

0

ビ
最
少
手
段
の
原
則
：S
が
交
換
經
濟
R
於
て
通
用
す
可
&
こ
ど
を
要 

來
す
る
0
今

彼

-0
言
仝
其
—
述
ベ
‘る
^
ら
ば
、「

經
濟
學
は
當
然
先
つ
第 
一
R
實
際
生
活
に
生
起
す
る
儘
^
經
濟
的
事 

貴
を
'叙
^
し

.且
つ

其

內

窗

的

關

係

R
ff
i
s
:
.
て
之
を
說
明
す
る
こ
、

/ 」

を
其
往
務
ビ
す
る
。
併
し
な
が
ら
實
際
の
經 

_
生
®
は
實
R
.無
數
の
細
百
の
.事
實
を
示
し
て
居
る
.か
ら
，
我
.々
は
個
々
の
事
實
を
抽
象
し
、
從
屬
的
な
意
義
を
* 

れ
て
典
型
的
な
も
の
常
態
的
.な
：洙
の
を
說
明
す
る
の
^
努
め
て
、「

初
め
，.て
*
槪
觀
を
#
る
.乙
ビ

が
出
來
る
。
故
^
妓 

で
は
衣
何
^
し
て
交
換
經
濟
で
經
濟
的
原
則
が
實
際
R
大
綱
R
瓦
.つ
て
實
3 1

S
れ
る
か
を
示
す
の
を
適
當
ど
す
るo 

併
し
な
が
も
經
濟
學
は
今一
CV

の
；任
務
が
あ
る
、
實
際
の
組
織
を
其
必
然
性
の
程
度
に
脑
じ
て
吟
味
す
る
こ
ど
之
で 

あ

る

故

^
鼓
.で
は
先
つ
經
濟
的
原
則
の
要
求
、
■

日
す
れ
ば
^

^
の
均

.ー
«|
_
限
ヾ」

生
員
の
經
濟
的
^

«
ヾ

」

い
ふ 

要
求
の
滿
彡
れV

居
る
.乙
ど
丈
.'を
前
提
し
た
：交
換
經
濟
を
研
究
し
な
け
.れ
ば
な
ら
な
い」

§

一

ァ
モ
ン
は
力
' 
セ
ル
の
.此
論
述
^
1
.
1
1
輝
の
論
理
上
異
な
0
た
：觀
方
を
發
見
ォ
る
，
第
ー
R
、
經

濟

⑽̂

則

の

妥

當 

食
要
求
す
る
.乙
ビ

、
' 即
ち
經
濟
的
重
要
性
の
福
度
に
應
じ
.て
欲
紫
を
分
類
す
.る
.
&ざ
は
，
規
範
的
問
題
で
あ
る
、
第 

ニ
た
'
,
:
»
濟
的
事
.貴
.の
&
述

<
其
內
部
關
係
の
：說
明
.は
事
實
0
問
題
で
„あ

气

第
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濟
的
原
則
が
如
何
k
交
：

I
.
S
.脊

C
I

八
四
.九)

：

ヵ
ク
.セ
か
の
.自
由
8

锊

濟

き

V

第
十
一
'鱗

一

：四
>



1
1
,
®卷

a
'八
宄
.〇〕

力
ク
.セ
ル
■の
裏
.
I經
濟
學(

一) 

笫
十 
一
M

一
 
.四
八 

-

換

經

濟

ほ

於̂

1
这
れ
.在
.炉
は
實
際
的
，批
判
：.の
間
題
^
あ
み
-
9
:

〉

併
3
な
が
ら
そ 

範

.の
_
題
妃
合
致
す
る
.之
ぜ
：を
.前
提
：.？
ず

5-
贫
即
ち
交
換
經
濟
化
於
セ
經
濟
的
原
則
^

る
、
酸

.

四
)
：：

從

り

乇

'經
濟
現
象
の
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述
は
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^

:
:
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較
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.

セ
ル
の
體
系
：の
根
本
問
題
を
構
成
す 

る
、
即
ち
其
故
:̂

ぞ
ッ
^
ゲ
の
說
明
は
营
想
行
程
、
其
體
系
的
：秧
序
.ノ

其

：
假

：設
0>
出

發

酤
¥

フ
る
.の
：で

あ
0

^
、
-;
:
1
:
:
つ
，
の

事

實

^

有

す
6:
.
0
'で
は
夺
^

比
較
し
つ 

、
說
明
す
る
の
で
あ
る」

(

註
五)
.
.
.
-̂:

い
^
.
:
グ
ヤ
ム
•フ
パ
>-
ト
の
言
は
其
儘
正
し
い
で
あ
ら
ぅ
。

:

力
ッ
セ
ル
の
此
態
度
、
一
規
範
的
態
.度
は
、
彼
が
國
民
經
濟
の

目
的
ノ
レ
し
€

0

る
所
の
も
の
か
ら
生
ず
る
カ

ゼ

セ

〃 

..の

經

濟

學

：

の

目

的
.®
f

.の
は
®

に
其
經
濟
學
を
し
て
一
つ
虛
構
の
土
に
立
た」

し
め
た
所
の
名
の
で
あ
る
o「

费
用
，の 

原
則(

註
六)

：
.は
、:'
;

は
：V
あ

ら

ゆ

る

國

民

經

濟

の

，
一
：
の

絕

對

的

目

的

く

し

て

觀

察

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ち

ぬ
.」

：

:

f
 

i<
へ
い
ふ
こ
.ど

を

彼

：は

、

「

理

論

經

濟

學

の

出

發

點
」

ノ
^
題

す

る

論

文

中.
於̂
：
て

言.つ
て

居

る0
'
: 

.
:
♦

「

自

分

ば

其

命

題

(

筆

者

註

、
即

ち

費

用

：の

源

測

を

；、

國

民

經

：濟

の

.目
的

V
8S
め
る

？.
s

^

y

最
も
:1
'
べ

、
..次

の

様 

R
定
め
る
こ
ど
が
出
來
や
ぅ
、.

『

費
用
の
原
則
は
、
生
產
.

W

消
費
を
ば
、
'現
存
需
要V

J

1
致
す
る
樣
^
最
も
經
濟
的

 ̂

指
導
す
る
'乙
^
を
保
證
す
る
も
.の
で
あ
'る』

ど
。
此
命
題
の
內
容
は
先
ず
第
一
に
、「

經
濟
的」

V
J

い
ふ
こVJ

が
何
を
意 

哚
す
る
かV

J

い
ふ
^
係
る
。
此
'言
葉
は
其
自
身
國
民
經
濟
R
對
し
て
一
定
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
な
ぐ
？
飜
譯
的 

な
意
味
^
於
て
、
即
ち
私
經
濟
に
對
す
.る
.其
意
義
^
做
.つ
て
用
a
た
の
で
あ
る
o (

此
飜
譯
が
爲
し
得
ら
れ
來
る
の
は
、
 

確
に
、唯

：：

國
民
經
濟
內
部
^
於
秒
る
、：
屢

-
相
反
對
す
る
、
多
數
の
異
o
た
利
魯
が
言
は
>

調
和
融
合
せ
ら
る

、

€

い
ぶ
^

s

k依
る
の
み
で
あ
^

o
'
:
,

而
し
ズ
之
は
又
：唯
，
务

人

の
.：利
：害

の

共

通

的
^
計

算
5
れ
：る
、所
の
；重

要

性

が 

何
等
か
.の
方
法
で
確
定
す
る
場
合
に
の
み
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
U
特
化
？
如
何
な
る
商
品

,5
:
生
產
す
べ
さ
.か
ビs. 

ふ
問
題
が
起
れ
ば
、.其
解
.答
は
明
^
、人
が
各
個
々
の
#
耍
に
對
七
て
置
<
所
の
.重
要
«
如
何
に
依
る
^
相

違

な

い

'
。
し 

(

註)

.力
：ッ.セ
ル
は
此
k
價
格
形
成
の
社
：會
經
濟
的
職
分
を
言
は
ん
ビ
欲
す
る
の
'で
あ
るt

つ
：
，…

社
：會
，の
.總
需
袈
は
、
 

多

く

の

個

久

的

媾

成

要

素

の

、餘

：合

ょ

ぅ

成

る

、
：，
而

し

て

全

問

題

は

、

一

個

人

ざ

虹

て

：，考

察

せ

ら

れ

た

肋

會

の

：此

需

要 

:?
:
出
來
得
石
限
.6
均

|
な
方
法
で
滿
见
せ
し
ひ
る
.
い̂
ふ
«
本
的
'̂

簡

單

^

形

を

取:5
。
^
;

• . 

任
務
の
解
決
は
敗
成
財
のj

定
の
存
査
旱
の
下
：̂
於
て
.、
，同
，1

_

_の
：
：
一

與

ゆ

效

用

^
對

：
じ̂

¥1“

の
.僧
格 

が
成
立
す
る
こ
ビ
を
要
求
す
る
.。
■此
價
袼
は
.、其
際
猶
ほ
有
效
攻
る
需
要
を
_總
^
滿
：ず
^
、：併
し
又
財
の
全
存
在
量
を
. 

要
.求
す
る
.程
度
の
.高

.^
を
：保
た
，な
く
て
' は
な
併
し
な
が
ら
財
が
絕
ぇ
ボ
繼
續
的
ぬ
生
產

.さ

れ

ん

^
す

る

場

合 

k
は
、價
袼
は
生
淹
费
用
ど
十
：致
し
な
：け
れ
ば
な
ら
：

@
。

之
：は
、生
產
寒
素
.の
.懷

格

に

愈

明
^
定
ぅ
，令
つ
た
_要
求
で
あcx

、v
:
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に
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此
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說
：.明
ず

る

要

本

な

く

認

め

：

.ら
れ
#
る
も
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で
あ
る
。J
S
A

)

,
斯 

< 論
じ
.來
农
つ
.て
、
費
用
の
原
則
が
.力
：ッ
セ
^
經

濟

學

の

.
出

發

黙

：

の

論

理

的

結

：果

文
U
:て
§

*

ら

れ

撙

.る
ヒ 

^
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.

^

\

セ
が
の
ヾ
主
張
す
る
通
.
で̂
あ
るP

';. 
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'
V
:

.:

此
k
於v

ヵ
：
，:;
'
.
-
セ
，
ほv

其

經

濟

的

原

則

、

；
並

：
忙

其

論

烨

的

結

果

：
尨

る

，
費

用

-0
:原
‘則

が

交

換

經

濟

：
社

會

'
:の
：
硏

究̂ 

.

.て
前
提
せ

：
&
>,
5
可

身

'2
.
.̂
?:
要
求
す

.る
國
民
經
濟
め
.絕
»
的
目

^

其̂
經

^

の̂」

前
提
玄
ず
名
ズ
ど
は

">
:其
智

# 

學

k
规
範
的
性
質

.を
與

，
f
 

.

所
以
^
次
け
れ
ば
凌
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ぬ
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'0
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れ
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の
も
，
猶

“
此

_
段
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濟
の
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的
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念

頭
U

®
く

が

故
.に
，
外

：
な

も

深

s
'o
'
'
:
謂

V 

,
:
:x
'
::
:
: 

,
.

第
，，一 -

r
-

P
 

卷

パ

(
1

A

.?

:"
:

' 

力
》

ル-;:のへ̂

伯
；̂
|
§

經
濟
摩(

；
0

、
 

第
十
-

雜
.

！
：？

■
*

宅、



ノ
第
ニ 
ナ
四
.卷

(

一
八
.五 
ニ)

 

4y
 

 ̂

.

.
W
- 

第
十
--
-
よ 

 ̂

K

)

.

力
ッ
セ
广
の
言
ふ
國
民
經
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目
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論

孓

ic
在
.っ
て
も

其
經
濟
理
論
.の
對
象
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.:

つ
た

-;
'0ン
ス
：一’、、.
.ス
.の
自
由
.放
任
^
學
說
は
此
'對
象
5:
目

掛

け

.
て

出

發

す

る

：の
；
で

^
:る
o
ス
ミ

ス
k

t
つ
て
は
、；

セ
目
：約 

^
成

0
:條

-#
は
..、..；自

1+
1
競

：華

で

あ

つ

た

。
自

由

競

擎

は

费

用

'の
：原

則̂

合
致
し
た
.價
格
形
成
5:
行
ふ
，
而
し
て
そ
れ 

は

同

時

^

、

國

民

：

一
般

：の

利

益

？

な
，：る

、
：
各

人

は

只

管

商

利

の

念

^
驅

ら

れ

て

行

動

し

つ
V
、

.
然

%
.
、

目

纪

見

ぇ

ざ
 

る
手
^
鐵
か
れ
て
：其
遼
識
せ
ぎ
る
公
共
の
福
刹
增
進
1£
貝
獻
す
る
の
で
あ
る
0
ヵ

ッ

セ

ス

ミ

ス

の

間

R
は
典
i 

な
名
物
質
主
義
が
あ
る
。1
は
哲
學
的
信
念
、〗

他
は
料
學
的
要
.

求
：：

の
：差

ば

あ

れ
"
自
由
放
任
ど
論
理
的
.必
然
性
^
の 

其

本

質

に

至

つ
.て

は

變

6
は

な
い
、

共
^

經

濟

上

，.の
自

由

；生

義

を

固

執

す

る

，も

の

で

あ

る

。
：

:

そ

れ

で

は

、
主

統

：派

自
^

主

義

經

濟

學

の

根

本

喪

素

を

な

：
す

，
も

め

；
で

あ

0
七

；：
、
；
>

を

^

Z
ど

の

な

か

つ

た

經

濟

上

：の

「

自

由

競
«」
の

觀

念
.は
.ヵ
，
ッ

：

セ
•ル
に

在

：つ̂
'は
如

何
^
取

极

ば

れ

る

か̂
い

ふ

己

^

は 

.當

然

次
^
來

る

可

き

：疑

間

で

な

け

れ

ぼ

攻

ら

な

い

：。

ヵ
：
：
ッ
：
セ

.
は̂

、.其

交

換

經

濟

社

會̂
於

て

費

用

の

原

則

：の

實

現 

を

假

定

する
i

ビ
.か

ら

、
：-!
自

由

競

箏

，
が

：其

原

則

：實

.現

：.の
.爲

め

、
：
，
價

格

.平

衡

：
の
：

a
論
：の
爲
化
不
必
要
で
あ
る
i

を 

主

張

す

る

。

否

、
寧

ろ

正

統

學

：

派
：：

に

對

じ

て

其

誤

れ

る
「

商
'由
競
#j

:

の
觀
念
を
攻
擊
め
鉢
を
向
け
ん
ど

す
る
。
吾
人 

は
此
g

k

^

v

l
今
深
ぐ
討
究
す
る
機
會
を
持
た
な
s

o

'
後
^
、
力
ジ
セ
ル
の
價
格
論
.の
詳
細
な
る
.硏
究
を
爲
す
こ 

ど
.が
出
來
る
な
ら
ば
、
：其
時
に
、
稿
を
改
"め
'e

>果
し
て
、
力
ッ
セ
ル
の
言
ぶ
如
く
、
侖
曲
競

#
を
..前
提
'ど
す

る
Z
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得
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必
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«
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立
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又
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「

湯

競

爭

し

の

：觀

念
5

す

る
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ッ.セ
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解
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判
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が
i

で
I

か
否
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を
檢
し
て 

見
た
い
ビ

考

へ
る
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あ
ら
§
る
坐
燦
的
勤
務
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■

.に
耍
求
さ
れ
.5
樣
に
生
鹿
が
行
は
れ
る
所
.の
说
灿
を
稱
し
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ふ
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で
あ
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註
1
0
'價
将
形
成
，が
此
：原
則
に
從
ヤ
て
行
は
れ
る
時 
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.

.に經
濟
他
の
镀
求
が
最
も
ょ
く
滿
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
經
濟
的
似
則
が
假
宛
せ
ら
る
、
.な
ら
ば
、
費
扣
の
原
則
は
又
、
價
格
形
成
に
於

て
必
然
的
に
延
浓
さ
れ
11
つ
通
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
>

」

に
な
る
の
で
あ
る
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四
、
力
ッ
セ
ル
の
經
濟
學
の
原
則

：
.

前
述
し
た
如
く
、
經
濟
學
は
、、
經
濟
的
事
實
を
敍
述
說
明
し
、
且
っ
交
換
經
濟
妃
於
て
經
濟
的
原
則
が
如
何
^
實 

現

3
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ミ
い
ふ
乙

ど
を
明
に
す
る
任
務
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、

M

K又
で
之

V
C同
時
0

經
濟
生 

S
の
諸
々
の
組
織
を
：其
：必
然
性
の
度
に
應
じ
て
吟
味
す
る
こ
？
«
任
務
の
他
？
童
大
な
る
'
:ー：：っ
を
構
成
す
る
も
の
で

笫
ニ
.十
'四
'卷
.

(

I
A五
：三)

ヵ
ッ
セ
ル
の
.自
由
主
義
經
濟
學
2) 

第
十
一
镳
一
五
一



第

字

S
 

(

ザ
八
五
■四)

カ
ツ
モ
ル
-の
自
由
虫
_

廣

(

|) 

筋

十

フ

號

】

五ー一 

ぁ
る
，
從
っ
ぬ
'
.
:
,
此
必
缺
1
,ゼ
明
^
す
る
，任
務

-5
:
遂
行
す
る
爲
^

:-
經
濟
學
は
”
其
硏
究
材
料
め
取
极
ひ
^
際
し
、
" 

硏
究
の
結
果
が
如
何
套

_

箸

有

.

其

繁

は

.如

何

な

墓

舊

笤

嘉

_

形

式

ょ

裏

立

しV

 

居
各
か
ひ
而
1>
て
若
じ
之
忆
依
存
ず
ふ
务
の
.で
あ
5
,
$す
れ
ば
；；
'他
の

；或

社

畲

形

式

の

中
^
於
尤
、
'そ
は
如
何
^
形 

成
せ
ら
る
、
か
ご
い
涔
之
ど
.を
明
瞭
^
し
*
げ
れ
ば
^
ら
ぬ

0

力
ッ
.セ
ル
の
推
論
方
法
.の
外
部
的
條
件
は
此
任
務
か
ら
當
然
.推
察
ざ
れ
.る
。：

研
究
.の
第

1:階
梯
は
社
會
秩
序
化
關 

し
て
何
等
の
栽
序
を
設
け
ぬ
I
の「

經
濟」

の
槪
念
で
あ
る
。「

經
«」

の
下
此
於
て
通
用
す
る
质
則
は
、
あ
ら
ゆ
る
外 

的

事

情

に

拘

ら

；ず

、

.：
S

性

を

有

す

：ベ.，̂
で
あ
る
。，
其
.原
如
は
、
經
濟
的
必
然
性
の
最
も
根
本
的
な
る
も
の
を
示
す 

も
の
で
な
け
れ
'ば
な
ら
g
.
o此
最
初
の
稂
本
的
な
’る
經
濟
的
原
則
ぼ
必
然
的
^
，

第
一
一
の
.階
梯
た
る
交
換
！y

濟
の
世 

界
に
溃
繹
せ
ら
れ
る
。
.經
濟
的
原
則
の
實
現
は
當
然
國
民
經
濟
の
目
的
か
ら
し
て
要
求

^
れ
る
の
で
あ
る
。

硏
究
方

法

は

文
大
體
に
於
て
當
該
顏
實
の
內
部
的
性
質
に
依
つ
て
定
め
ら
れ
る
。
經
錄
學
の
研
究
は
、
爾

餘

の 

L

硏
究
ど
等
し
く
個
々
の
事
實
を
抽
象
し
、
典
型
的
常
德
的
な
も
の
、
說
明
か
ち
、
.具
體
的
欢
祓
雜
せ
る
も
の 

へ
ど
進
I

け
れ
ば
f

 

g

o
從
っ
て
力
パ
セ
.ル
は
先
ず
第」

5

切
の
經
濟
的
進
步

f

又

新

し

赢

動

の

起
ら 

ざ
る
靜
止
が
»
濟
を
想
定
し
て
之
を
‘硏
究
の
對
象
ど
な
す
。
.第
ー
1?
は
均
4
.な
る
進
步
的
經
濟(

準
靜
业
的
經
濟〕

第 

三
に
動
態
的
經
濟
5:
-硏
究
の
對
象VJ

す
る
。「

事
物
の
.性
質

上

^
§
0

^
cu.er:.Natur der sache)

論

理

上

生

ず

る

^

の 

此
順
序
は
、各 
<
相
異
な
れ
る
硏
究
階
段
代
於
て
相
異
な
れ
る
勞
作
方
故

5:
:
要
求
す
る
。
第
一
ど
第
二
の
階
段
に
於
て 

は
純
麗
的
方
法
が
使
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、：
吾
人
が
此
階
段
S

て
其
依
つ
て
以
て
出
發
す
る
听
の
前 

提
は
扣
象
的
な
も
の
で
ぁ
っ
て
、
實
際
生
活
.に
於v

斯
の
如
•き
階
段
は
之
を
觀
察
す
：る
/

o

ビ

：
出̂
來
ぬ
か
ら
で

あ

:;;
之
^
對
し
第
三
k
階
段
即
ち
動
態
經
濟
は
實
際
上
：の
經
濟
生
活
が
均
一
的
進
步
の
狀
態
か
ら
離
反
し
た
る
事
情
を 

示
す
も
の
^
ぁ
つ
.
9
.、；
：此

離

反

を

，發

見
^
ハ
.之
^
統
制
せ
ん
が
爲
に
は
、
'歸
納
的
方
法
の
援
助
を
必
要
す
る
ic
至
る
、

の
：
で

あ

,

：
-

. . 

 ̂

' 

. 

V
.

:

じ…

'

:T

部
の
力

,
セ
か
批
評
家
が
、：：靜
止
的
並
に
準
靜
止
的
經
濟
に
於
け
る
齙
演
櫸
的
方
法
、
\
 :

動
態
經
濟
R
於
て
採 

れ
る
歸
納
的
方
法
<f
の
；.間
®
力
：
ッ
ヤV

の
方
法
の
甚
し
&
變

化

を

、
非

難

せ

'る
^
對

1>
て
.

力
. ：

ッ
セ
/K
'は

答

：
へ
.て
日
く
、
 

「

此
方
法
の
變
化
は
決
し
で
^
意
突
も
の
で
は

な

い

。
.；否
&

#
仏
そ
.ば
^
ズ
»
5 1

_
3|
象
か
ら
動
態
的
現
象
へ
^

®

す
る

事
情
に
_

く
も
'の
：で
あ
..る 
O
J
S
 
ニ )

：
，
，，
”

_

，'
ニ

 

■ 
%,,
 

. 
V

或

rc
次
に
、
吾
人
は
斯
3
.如
き
演
棒
的
方
法
が
如
何
^
.ヵ
：.：ッ
セ
.

ル
..

の
所
_
る
：ー：般
的
經
濟
的
原
則
^
就
て
行
は
れ 

る
か
.を
見
や
ぅ
？ 

I 

. 

■ 
-
-
-
-
-
- 

'
•■
;
...
'■,
ン
'
'

第
一一:

節
の
.初
妁
.ic
.述
ベ
.：.た
如
ベ
、
.
.柳
底
の
原
則
は
、、

支

配

ず

る

腐

則

で

ぁ
^
て
、
n3
#

R
、;

'經
濟
の
最
も 

大
：5
る
特
徵
*
瘛

-1
-所

：
の

も

：
の
：
で

ぁ

る

：
。

.此
拂
底
の
股
則
が
支
^
す
：る
.ど
：い
^
乙
^.
は
^
^

る
.欲
望
を
何
：等
.が
の
..方
法
に
：.於
^
:制

限

七

：
な

：
け

れ

.ば

な

ら
^
ミ
6
^
 ̂

從

0
;
^
^欲'襄

濟

欲

紫

滿. 

S
ビ

：
の

間

〖

に

：
必

袈

な
.るt

致
^
可
.及
的
.有
利

攻

汸

法

で

：致
.马
ね

ひ

：̂
|_
-1
;0
‘：
 

%
經

濟

：の

任

務

せ

鶬

る
。
^

リ 

に
拂
底
の
原
則
ょ 

>
必
.然

的

：に
：演.繹

ぶ

れ
''
6
'經

濟

.0
;任
務

は

如

何

に̂

^
行

^
れ
9
か
：せ
^

な

.る
'0
力
：
ッ'涔

/-
は

此
^

-
般

的

經

濟

的.原
則

を

：導

刍

出

す

此
：̂

^

欲
：望

を

除

外

し

V

適

當
^
之
;?
:
制
限
す
一
る
こ
を
、

第
一
：：

I
M
.
. 

r 

U

定
の
目
的
の
爲
^
現
存
丰
段
を
最
^
有
效
^
使
用
す
.

第
.

ニ
.-

T
P卷；：

c

一
 

八
.五
.五)

力

'̂
セ
.ル，の
_
由
；
主
義
經
濟
：掛

£
1

〕
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<、■!第
三
に
、

人

篇

務

.の
燴
加
の

S
.つ

の

方

法

：
が

あ

る

.
，

 

(
p
r
i
n
d
p
d
e
r 

G
l
e
i
&
m

 
ぼ igkdf: d

e
r

.'B
e

cul
i
s
s
b
e
f
H
e

;&g
u
n
g
Ŷ

 

der

K
s
l
e
?
M
i
t
t
e
l
s
>

瑢

呼

ば

れ

.：る
：。

實

際

經

濟

生

活

：ド

於

て

、
人

ば

無

意

：識

的

は

、

其

重

要

性

に

從

つ

V

其
欲
望
に 

.
分
類
を
行
ぶ
o'
即
ち
ょ
办
：重
要
な
ら
ざ
る
欲
望
が
一

層
重
宴
な
る
欲
望
に
先
立
つ
て
充
さ
n

's
z

ビ

な
く
、
又

重

要

、
 

な
，る
' 

1の
、：欲

望

の

み5:
瀚

し
.：.て
爾

餘
.の
欲

望
$:
全

然

除

外

；す

名

が

如
_'き
行
爲̂

^

^

^

各

輝

の

欲

望

の

滿

足

を

均 

等
に
す
一
る
？

此.欲

望

滿

足

均

等

.の

原

則

は

才

J
ス

タ

リ
.イ
學

派：

の
..言
ふ

限

界

效

用

均

等

の

，法

則

ど

同

，
一

の

も

の

で

あ 

る

で

あ

ら

ぅo
而
：し

て

又或

'
.
一

定の

自

的
'?:
ば

可

及

的

最

少.の
手

段

を

以

て

：：獲
#
.せ
ん
ど
す
.る
：努

力

は
、
經
濟
の
本 

旨
に
適

ふ
所
以
で
あ

る

。

此

任

務
の
遂
行
は
即
ち
最
少
手
段
の
原
則
の
要
求
す
る
所
で
あ
る
。
.

斯
の
如
く
、
办
ッ
セ
グ
が
拂
底
の
原
則
に
從
つ
.

F

導

&
出

ず

所

の

.；

一

般

的

經

濟

的

原

：則
*
.る
も
.の
は
、

ベ\

サ
ミ 

ズ
ム
の
名
に
依
つ
て
代
表
せ
ら
る
、
英
國
功
利
主
義
の
內
容V 」

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゥ
キ
ク
セ
ル
が
正
し
く
批 

評
す
る
如
く
所
謂
る

£
濟
的
原
則
を
ば
、「

最
少
の
犠
牲
を
以
て
最
；大

，の
效
果
2:
收
め
ん
S
す
る」

^
い
ふ
法
則
で 

表
す

I

は
非
論
理
的
で
あ
る
。(

I

:
ゥ
牛
ク
セV
の
批
評
に
從
.：へ
ば

、.此
法
則
ぱ
二
つ
の
場
合
.に
下
分
け
す
る 

乙
ど
が
出
來
る
、
即
ち
、

.

一

定
の
犧
牲
を
以0

て
可
及
的
最
大
の
效
果
を
收
め
ん
ヾ」

す
る」

或
は
、「

可
及
的
最
少
の 

犠
牲
を
以
て
、

一

定
の
效
果
を
收
め
ん
ど
す
る」

ふ
ニ
つ
の
法
則
が
之
で
あ
る
。
而
し
て
ヵ
ッ
セ
1/
の
稱
へ
る

最
少
费
用
の
法
則
は
此
第
ニ
の
場
合

^
相
當
す
可
ぐ
、
欲
窠
滿

.足
均
等
の
法
則
が
此
第
，1
の
場
合
に
常
篏
る

$」

は
、
 

何
人
ど
雄
も
、

一

見
容
易
に
容
認
し
得
る
で

.あ
ら

ぅ
ゾ 

..所
謂
る
功
利
主
義
が
英
國
正
統
學
派
經
濟
學
の
信
條
で
あ
つ
.た
こ
ど
は
、
今
页
、吾
人
の
言
を
傺

o
ま

.で
も
な

r

と

で

あ

ら

ぅ 

' 
ヴ

ヵ

ァ

.ド

才

ハ

C

註

$
 

マ

ル

ナ

ス

、(

註
六)

ミ

ベC

註
.七>

 

:

皆

然

$
1で

あ

る
-°
:
正

統

派

最

後

の

經

濟
 

學
者
ジ

H

i
ス
•
ミ
ル
も
亦
功
利
主
義
者
で
あ
つ
れV

J

い
ふ
こVJ

は

一

般

R
知
る
所
で
あ
る
。

「

ベ
ン
サ
ミ
、、ス
ム
は
、經
濟
學
？
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
の
主
要
な
源
で
あ
る」

ど
は
、
コ

ン
ト
が
ジ
工
•
エ
ス
•
、、、
ル 

^
宛
て
だ
手
—
の
.中
の
.
.
1
節
で
あ
る
。(

許O

:
ヵ
ク
セ
ル
は
斯
く
の
如
さ
べ
ン
サ
ミ
.ズ
ム
?r
國
民
經
濟
の
目
的
な
6
.
V
J言
a
、'自
，己

の

經

濟

學R
於
て
實
現
せ
ら 

る
可
さ
前
提
、

1

っ
の
必
然
的
な
る
要
求
：V
J
«
.
す
の
で
あ
る
。
從
？

、
ベ
ン
サ
ミ
ズ
ム
ょ
，6
.派

生

す

る

自

由

主

義 

の
原
則
は
必
ず
其
經
濟
學
の
®
礎
ど
し
て
橫
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。

.斯
く
の
如
く
、
總
て
の
經
濟
現
象
は
、
#
底
の
原
則
に
從
ひ
、
經
濟
性
の
荽
求
を：

滿
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

S

。
力
.
セ

ル

は

此

：原

則

を
S

し
て
交
換
經
濟
に
常
^
め

0
0交
換
經
濟
の
特
徴
は
前
言
の
如
く
、其
內
部
に
於
て
、
 

多
數
の
單
獨
經
濟
が
相
互
に
向
山
^
、其
勞
爾
に
依
办
、脾
だ
.又
共
財
產
代
依
，-
0
,
,
1
定

の

給

付

を

，爲

す
^
對
し
.て
、
消 

费
財
を
受
取
K

%
即
ち
交
換
を
な
す
の
で
あ
る
。

.

一:

定
程
度
の
私
有
財
産
'

VJ
、

勞
働」

の
自
曲VJ

、
M

父
換
の
自
ti
l
ど
悄 

费
の
商
由
ぜ
は
：交
換
經
濟
现
論
.の
根
本
的
前
提
5:
爲

す

％

の

で

あ

る。
'
: 

.
, 

_ 

.
.

.
交

換

經

濟

內

於.け
る「

經

濟

の

：任

務

」

は

價

格

形

成

に

依

つ
.て
行

は
.れ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
.
.交
換
經
濟
內
k
於
て 

:1

定
期
間
^
生
產
.̂
れ
る
財
は
、
.其
存
在
量
が
制
限
^
れ
て

居

.
る

ので
あ
る
か
ら
'-
?
:單
獨
經
濟
は
、
明
に
各
自
適
當 

な
方
法
^
從

0
.て
其
欲
，望
の
制
限
を
行
は
ね
.ば
.な
ら
な
ぃ
。：
而
し
て
、
交
換
«
濟
め
：支
配
す
る
所
、
：亦
、：4

般
的
經 

濟
的
原
則
は
其
姿
當
性
を
要
求
ず
る
。
從
っ
て
欲
望S

分

類

^

は
交
換
經
濟
の
中
心
間
題
ど
な
：る
。
閉
激 

的
個
人
經
濟
^
於
て
は
::
'

欲

望

：の

童

要

性.は
一
個
人
め
專
制
的
指
揮
化
從
っ
：

V

測
ら
れ
.る
'が
ら
、
：欲
望
に
如
何
に
し

第
ニ
十
：
四

卷

a

八
五
：S

ヵ
ッ
も
ル
：の
ゝ
自
由
主
：義
：

1
濟
學(

：ー

〕 
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c
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第
すt

號
-

i
ハ

ザ

等

級

を̂

け
：
る
：か

の.問

題

は

起

ら

な̂
が

、
，
交

換

經

濟

た

於

て

，
は

經

濟

が

各

自

の'處
分

し

：得

る

：範

随

內

に

於

て

そ

れ

や

特

殊

0
欲
望
滿
足
を
行
涔
の
.で
あ
る
。
..
;
,從
ジ

そ

^

S
欲
望
^
然

'&
ざ

■§
爾

餘

の

欲

截ビ

の
.間
^
限
界
を
劃
.
必̂

耍

が

起

るo
:斯
.か
^
:必
要
；が
あ
る
以
上
、.ベ
全
離
獨
經
濟 

の
欲
望
は
>
:其
相
對
的
®
要
性
に
從
つ
.て
#

‘頓

は

れ

な

，
け

れ

.ば
な
ら
な
い
い
。
全
生
產
道
程
も
亦
之
^

一
'
致

し

て

指

導
 

3
れ

衣

け

れ

，
ば
a

&
な
.

S

。
.之
が

如

何

化

し

て

：

.實

際
^
.起
る

：
か

、"或
は

此

目

的

の

；爲̂如

何

欢

る

交'換
經

濟
«1
檝

が 

必

耍

で

あ

る.か

が

、
：
次

の

：問

題
.で
あ

:5
。，'換
言
ず
れ
ば
欲
望
の
均I .:

的
制
限
ど
之
が
反
面
た
る
生
産
力
の
最
も
有
利 

な
る
分
配
如
何
が
ヵ
ッ

セ

ル

の

交

換

經

濟

に

：於

て

解

決

せ

4:
ヒ

欲

す

各

問

題

で

あ

る
.
0而
し

て

：之

は.先

：
患

日

へ

，
.
る

如
 

く
偾
格
形
成
^
依
つ
て
解
決
S
れ
'
る

。
そ
れ
は
常
に
然
る
如
く ：％

拂

底

の

原

則

ょ.

cy

必

然

的
k
重

す

る

。
交
襖
經 

濟
の
價
格
形
成
現
象
'は
、
必

：然

性V
J帶
び
る
。
價
格
は
拂
底
の
爲
の
價
格
で
あ
つ
.て
.
？

何

等

か

の

犠

牲

-;
2
:
蒽

味

す

る 

も
の
' で
は
な£

。
力
ッ
セV.

は
斯
く
し
て
社
會
主
義
學
說
の
權
カ
^
對
す
る
信
#
の
基
礎
を
萍
弱
な
•ら

し

め

、
.
反

對 

R
自
由
主
義
0
立
場
を
益 

<明

か
^
す
る
。

:

.
K-
k
經
濟
が
欲
望
^
欲
望
滿
M
の
.手
.段
ど
の
間
^

一
S
を
致
さ
y

る
可
か
ら
ざ
る
必
然
性
^
支
：配

さ

れ

る

以

上

、 

此

欲

望

を

制

限

す

る

爲
^
何

等

か

の

手

段

が

生

れ

て

來

：

な

け

：れ
：ば

な

，ら

ぬ

、

«
格
形
成
は
即
ち
此
.丰
段

で

あ

る

。「

價 

格
形
成
は
、
' 欲
-課

、j

現

存

手

段

を

.以

て

滿

足
3
れ
得
る
が
如
く
に
財
貨
^
對
す
る
需
要
を
制
限
す
る
社
脅
經
濟
的 

職

分

を

持

つ

の

，で

あ

る

」

.此
經
濟
的
職
分
は
如
何
な
る
過
程
に
從
つ
て
行
は
れ
る
.も
の
で
あ
る
か
、
力
ッ
セ
ダ
は
先 

ず
伊
格
の
職
分
.の
&
而
た
る
'

「

供

給

，
の

刺

戟

」

を
‘無

，
視

す

，
る

、

.如

ち
 ̂k
定

を

前

提ヾ
し

し

て

需

要

の

方

而

^
於

い 

て
.原

章

の

：
演
.繹

を

行

ふ。
' 尙

、v
's
k
特
k
注
#
し
i
置

か
:to
ば

な

ら

®
之

ヒ

は

、
せ
^

幣
經
濟
で
$
る
す
述
べ
七
.：居
'̂
.乙
：ミ
で
；あ
.る

被

；̂
:依
れ

：ば

貨

幣

の.使
用

：：ザ•必
れ

ざ

る

交

：換

經

濟

 

ら
れ
な
い 

:
V
S
A
。

從
つ
て
總
て
の
財
貨
は
各
人
の1

足
金
糊
の
所
得
の
一
部
分VJ

交
換
^
れ
る
、
而
し
て
靜
止
的
交
換
經
濟 

で

は

各

人

の

：所

得

辟

，

一

定
.
、̂
：
：
總

經

濟

の

：
貨

幣

の

存

在

量

：
も

—
定
.せ
.る
：
も

の

：ギ

假

定

す

る

。

.故
に
、
貨
物
め
供
給
量 

，が

1'

定
し
个
之
.

V

交
換
せ
ら
れ
る
金
額
所
得
.の
.總
計
が
ー
.定
し
て
.居
る
0
で
あ
：；0;
;'か
6
:ノ
價
格
は
最
も
節
取
^
形
成 

せ
ら
れ
る
。
.：
：
各

：
單

溆
«
濟

が

購

入

；せ

ん

V:

欲

す
.：る
財

の

：量

は

：、
.其
財
に
，一
定
の
«
格
が
附
*
ら
れ
、
ば
、：.直
ち
k
決 

兮
る
。

：

.社
會
の
«
需

寒

即

：ち

各

单

獨

經

濟

の

需

要

.全
體
は
、
均
衡
を
得
た
る
«
格
{の
卞
^
於

，
て
，
は

供

給

最

ど
一

致

し
 

:«
け

れ
I
な
&
g
,、
M
:
D、.價

格

め
.社

會

經

濟

的

職

分

は
1
*
要

：
を

制

限

し

，
で

供

給

名

一

.
致

せ

し

め

ん

迄

す

る

之

を
 

:R
在

る

：
の.だ

か

：

ち
：：

で
.：あ
る

此

職

分

遂

.行
疼

は

其.背
後

は
.、
拂
.底
^
原

則

が

厳

然.ぜ
じ

：て

存

華■る
.

H

ど
、
並
に
欲 

M
滿

足

均

：等

の

原

則

め

要

求

に

從

ふ

咚

0
..で

あ

る

：こ

せ

は.■力
.
>、
セ
、
ゲ
の̂ 

滿
足
.せ
ら
る
可 

^
i

層

-«
要
な
.る
欲
望v

然

ら

ぎ

：る

重

要

性

低

袅

鍊

望

.ど
の
：間
^
.標
準

を
.設
.け
‘て
，泛
を
顧
す
る
も
.の
が
、
畢
竟
す
る 

U
價
格
な
の
.で
あ
る
。
.從
つ
：.て
：
此

：
ド

カ

：
ァ

セ

ル

.の

言

ぶ

欲

黛

の

：
重

1

め

：
ば

、
嵌

：
靈

C

自

务

：
の

重

要

性

?:
言

ふ

の

で
 

.な

ズ

、

支

狒
.能

カ
.の

程

度̂

傭

じ

：
て

現

，
は

さ

れ

^
欲
«
の
程
度
を
言
ふ
^
:過
豸

^
岑
い
^
と
ビ
枣
あ
る
。.
欲
望
の
强 

度
ヒ
欲
望
め
策
要
蚀
ミ
の
差
を
、

力

^
セ
ル
は
今
’
の

禽

め

分

酿

狀

態

の

木

ー

公

卒

の

罪

^
歸

臀

：
均4

%
.る
®

格

形

成

^
向
.け
.ら

る

可
:&
非

難

で
'は
:?
い
.

-̂'
爲

^
て
#
る

の
.で

あ

.る;°
y
:
:
r
'
v 

.
、
.:'
-，
：
.：

 

:

;
■
,

-

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.1C
を

，.又
.(

.
#'A
の〕

■财
^
.
_す
る

.
^
.
要

泠..該
財

の
«
格
.
依̂
^
.て」

の
..，み
^
:̂
5
'の
.で
..は
な

く

、.總
て
.■..の

也
の 

財
の
價
格
批
依
う
セ
或
.程
度
ま
で
影
響
さ
れ
な
け
れ
ば
^
ち
な
い
0
:從
つ
て
、

ー
財
紀
»
す
る
l
IT
f
l要
は
其
價
格
の
0
 

數
で
あ
る
>」

い

ふ

方

程

武

が

、
、
同

時
^
あ
&
ゆ
：る
財
に
就
て
存
在
す
る
こ
^
を
要
す
る
乙
>£
'

な̂
る
。
-
;
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锻
十
'

I

镞

一.

X
V

っ
次
k
力
•グ
セ
グ
ば
、
生
：產
.が
如
.何
&〖

挪
底
の
原
則
^
支
；配
^
れ
名
か
を
.見
る
>
囊
に
ば

|
途
量
.の
財
の
存
.在
を
前 

提
名
^
た
：が

、
バ

今

度

は

此

前

提

を

取

0

.る>
總
て
.
0消
費
財
は
生
產
-

rl

る
Z

ビ

^
在

A

y

r

拂
底
の
^
則
の
支
»
を 

受
け
齒
、.，其
代

6
此
等
の
財
を
.生
產
す
る
®Q:

根
本
的
生
.產
財
又
：は
1
產
嬰
素
^

_
其
自
身
生
產
に
：.依
9
て
增
加
す 

る
乙
ズ
の
出
來g.
何

-#&

の
他
の
，生
產
财
に
_

つ
$
分
析
す
る
ズ
S
の
出
來
ぬ
財
—

が
柳
底
の
原
則
の
支
配
す
る 

所

€

.«
る
:0
|
;所
で
、
:'
消
費
財
^
對
す
る
需
要
'は
；間
接
^
生

違

財

：：の»
格
:?
:
.決
^

^
る

,̂
の
：
基

見'5
Z

ビ

が
出
來
る
9 

故
k
,、
今
生
逾
藥
素
の
價
格
麥：

一.定

し

、
：
へ

之
^
幾
.馨

用

ひ

V

消

*
財
^
生
產
し
：得
る
か
ど
い
ふ
Z 

$が
定
《
つ
て 

居
る
ビ
す
れ
ば
、.
消

费

用

の

，
價

格

；
は

：
計

箅

さ

れ

る

9

從

つ

；
，
て
：
同

時

^
#
:要
.、
は'
:ー
寒
し
、」

總
需
耍
R
li
ず

.
る

生

產

要

素
 

の
供
翰
®も

：，

ー'定

す

：
る.。
偾
袼
形
成
'は
、.
.：消
費
財
の
場
合
^
於

け

る

ピ

等

し

及

解

決

3
れ
る
へ
。
.價
格
形
成
が
欲
望 

滿
足
均
等
：の
；原
.谬

從

つ

..て；行
は
る
，可
^
こ
せ
：を
：耍

求

さ

れ

る

な

：ら

ば

、

0
同

，1
;:0
生
產
財
に
對
し
'て
は
；、

同

一

の

價 

格
か
存
在
な
し
け
.れ
ば
#
らg

、
：例
へ
.ば

若

し

銅

が

食

器

：ど

し

或

は

電

氣

事

業

^
使

用
^
れ

る

場

合k 
ノ

銅

が

ー

方 

の

生

產

帘

門̂
他

：の

帘

門

ょ4
廉

俱
^
販

賣
3
.れ

る

>
」

_言 

銅
.の
一
部
分
が
、
ょ 

6
重

要

な

る

目

的

に

使

用

^

れ

て

居

る

ど

い

ふ

乙

ど
を
意
味
ず
る
^
外
な
ら
ぬ
.こ
ど
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
1

舨
が
價
格
形
成
の
：社
會
.經
濟
的
職
分
.は
、簡
單
£

«
へ
ば
、
'交
換
經
濟
.に
於
け
.る
.
一

般

的

經

濟

的

原

則

の

實

現
 

で
あ
る
：.
憤
格
形
成
過
程
は
此
職
分
を
.解
決
す
.る
樣
R
、
ょ
り
策
要
な
ら
ざ
る
欲
望
を
除
外
し
て
必
要
な
る
需
要
統 

制
を
行
ふ
ど
同
時
代
、

一::

切
の
現
存
生
產
财
を
完
全
，且
つ
經
濟
的
化
使
用
し
つ
.

\

生
產
の
正
當
な
る
指
牴
を
行
么

の
で
あ
る」

(

註
九〕

。
.：

.

.

掛
^

^
生
、產
財
0
價
格
が
.ー
定
す
れ
ば
：、
：旣
成
財
の
價
格
は
.直
ち
.に
定
ま
る
-
旣
成
財
の
此
價
格
を
；力
ッ
セ
ル
は

1

赞

用

」
(
K
o
s
t
e
r
o

ミ
呼
ぶ
、
费
用
ば
純
輅
比
客
瓤
的
交
換
»
濟
的
»
念
で
あ
る
。
彼
ば
此
費
：用
の
槪
念
が
拂
底
の 

原
則
ょ
6
演
繹
3
る
、
純
客
觀
的
結
果
.で
あ
つ(

て
、

マ
ァ
シ
ャ
ル
に
於
け
る
が
如
く
、
何
等
か
の
人
的
給
附
、
努
力 

.或
は
犧
牲
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
>
/

」

言
つ
て
拂
底
の
原
則
を
强
調
す
る
。
3
ニ

8

广

而
し
て
力
ッ
セ
ぐ
は
此
^
費
用
の
原
則
を
樹
立
す
る
:°
即
ち
あ
ら
ゆ
る
旣
成
財
は
其
生
產
費
用
に
相
當
す
る
所
の 

1
0
の
價
格
を
持
つ
、
或
は
|1
化

T

般
的
k
言
べ
ば
、あ
ら
ゆ
る
需
要
は
其
滿
足
R
對
す
る
充
分
な
費
用
を
，支
拂
ふ
可 

き
で
あ
る
、匕
、
此
費
用
の
法
則
は
、
：經
濟
的
原
則
y
jrn
j
標
に
必
然
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
が
、
 

又
國
民
經
濟
の
.，目

的

で

.
あ

つ

て

デ

一
切
の
社
會
政
策
經
濟
政
策
は
•
此
原
則
實
現
の
爲

k
行
は
.れ
る
の
：で
あ
る
乙
ぐ」 

は

：
前̂

述
べ
た
。
欲
望
滿
足
均
等
の
原
則
が
人
間
各
個
人
の
..本
性
の
自
利
心
^
根
差
す
所
の
必
然
的
要
求
で
あ
6
、
 

費
用
の
原
則
は
、
：
文
換
經
濟
に
於
け
る
を
れ
が
實
現
に
外
な
ら
ず
、
又
國
民
經
濟
の
目
的
を
此
.原
則
實
現
に
在
6 vj 

す
る
力
ッ
セ
デ
は
、
.飽
く 

t
で
も
物
質
主
義
者
で
あ
々

、
個

人

主

義

者

で

あ

.る

Z
ざ
{C
於
て
、
IE
統
學
派
ビ

軌

を

一
 

R
す
る
も
■の
'
で

あ■る
。

.
:
:
'

3
て
、
力
ッ
セ
：

の
價
格
形
成
論
ば
上
述
し
來
.つ
：た
所
に
依
つ
て
0

0

H

如
く
、
一
 

つ
の
需
要
供
給
平
衡
論
で 

あ
.る
。
，.一
般
的
價
格
形
成
の
過
.程
^
於
て
は
、
'同
過
程
中
の
如
何
5
る
價
格
も
.他
の
價
格
の
決
定
根
據
た
る
を
得
な 

い
o
生
産
寒
素
の
價
格
：が
旣
成
財
の
價
格
を
：決
定
す
る
の
で
も
な
く
、
又
其
反
對
k
.旣
成
財
.

e

價
格
於
生
產
要
素
の 

價
格
決
定
ド
ま
で
溯
る
の
で
も
な
い
。
：_兩
々
相
俟
つ
て
.、
同
時
的
に
定

ま

る

の
で
あ
るo

併
し
な
が
ら
價
格
形
成
は 

拂

底

の

原

則

の

み

を

以

て

、
_
:
完

全

^
演
繹
|>
去
る
譯
^
は
行
か
衣
1/
>
.。
，'生
產
要
素
め
：價
格
が
定
ま
つ
て
も
、'
必
し
も
、
 

ザ
財
の
生
產
費
用
が一

定
す
る
'

、/J

い
上
譯
k
は
.行
か
な
0

O

生
産
方
法
の
相
違
、.
外
部
的
%
產
條
件
の
影
響
等
k
依

S

十
四
：卷

C
1
A山.

a
:

>

力
-ソ
セ
ル
.の
I

S

S

^

C

D
'

第
十1:

號

i:

五
九
.
.
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第
十1

號

一

六

0

ぅ
、
-將
.た
文
生
產
規
模
の
大
小
^
依
6
旣
成
財
の
生
產
費
用
.：は
種
..々
、̂
異
な

0
て
來
な
け
«
.ば
な
&
夺

い
-:
°

ヵ

ッ

セ
 

:

ル
は
此
^
拂
底
の
原
則
の
：補
充

^
し

て

價

格

形

成

，の

補

助

的

原

則

を

說

明

>
る
？
其
生
な
名
も
め
、
馆
4
は
.、
差
等 

，の
原
則
.(D

i
^
r
s
t
i
a
l

 princip).

で
あ
.る 

0
-,
: :

.へ
同」

.種
類
.の
財
.の
生
產
に
、.

多
數
の
‘經

營

者

が

參

加

す

.る

時

は

、
若
し
其
經
營
者
が
各
'
< 生
產
條
件
を
異
化
し
て 

居
る
な
ら
'ば
巧
價
格
は
、
.：單
純
^
定
ま
る
を
得
な
^
。
‘
.
.
生

產

物

.の

價

格

は

如

何

妃

定

爻

る

か

^
言

べ

.ば
、

當

該

生

產 

費

用

中

、

最

高

の

費

用

を

補

ふ

^

足

る

價

格

が

定

め

ら

れ

，る

。

蓋
し
若
し
價
'格
，が

：之
を
補
は
ぬ

'ど
す

れ

ば

、

其
最
高 

生
產
費
用
で
生
産
す
る
經
營
者
は
、
其
經
營
を
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'。
そ
れ
は
つ
ま
々
、
:欲
望
：滿

运

均

等

の

原
. 

知
が
行
は
れ
ぬ
.
等̂
し
き
結
果
^
落

入

る

:;
0
あ
ら
ゆ
る
生

，產
物
k
對
し
，て
、
.其
需
要
せ
ら
れ
る
範
圆
內
k
於
て
最
高 

•の
生
產
費
用
に
相
當
す
み
價
格
が
支
拂
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
灼
ど
は
-:
:
:般
的

經

濟

的

原

則

の

：

要
求
す
.る
所
で
あ
る
。
 

該
生
淹
費
以
下
で
坐
產
し
得
る
經
營
者
ば
、
/
其
差
額
だ
け
餘
分
に
利
得
^
ふ
こ
匕
^
爲
：み
の
，で
^

$
 

第

.ニ
に
，
生
齑
费
用
遞
滅
の
場
合
に
於
け
る
«
格
形
成
で
あ
6:
。
或
財
の
生
産
が
.費
用

遞

減

の

法

則

の

作

用

を

，受 

け
で
居
る
場
合
は
ば
、：：生
產
物
の
價
袼
ば
、:'
!
其

最

後

の

生

產

費

用

の

：價

格

に

依

つ

'て

定

文

る

0
で
な
く
、

生
產
費
用 

の
平
均
^
相
當
す
る
所
.の
價
格
^
,定
め
£:
れ
る
。
之
#
力
ク

セ
グ
は
平
均
費
用
低
卞
の
場
合
に
於
け
る
^

格

髟

成

の 

.原
则
ど
名
付
け
る
。：
。

1

:

:

I

'

:

'

.

 

:

v

~
 

；

..
次

K

®

要
な

る
.は
代
用
の

厭

則

(
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
i
p
r
i
n
d
p
)

で

あ

る

。
.
同

一種
類

0

'#
の

生
產

R

種
々

な

る

生
產
方 

街

於

採

用

さ

れ

る

場

合

に

は

、
：其

中

最

も

底

廉

な

る

方

法

が

選

ば

れ

る

€
い

太

原

則

で

あ

る

0
,
:

. 

'キ
'ジ
^

ル
ば
.
之
^

*

%

-1
:
'
、
^

は

價

樣

漱

成

め

メ
'

カ
‘

：ズ
.

み
ど
歡
學
#

に

說

樹

す

>
0
 

0:
:翁

1
 

C

丨

元

來

、
パ

「

つ

の

經

濟

隹

則

が

廉

學

的

^
說
明
^
ら

れ
.' #

る
：ざ

S
:

ふ

乙

ぶ

献

、
；：

必
ず
、
，其
法

則

が

自

然

科

學

的

法

則
’

の
性
質
を
有
オ
る
も
の
で
あ
4
.ぼ
で
を
避
叨
せ
ら
れ
る
己
;^p

あ
る 

趾
會
的
法
猶
#
派
.の
重
要
な
る
-
人
フ

カ

ア

. 

f •

デ

ィ

ー

ル

が

、

法

的

秧

序

ど

社

會

組

織

^
無
關
係
^
妥
赏
す
べ
会
乙
ぢ
を
要
漱
す
る
カ
ッ
セ
.

A
の
價
袼
法
則
を 

非
爾
す
可
&
は
當
然
で
な
.け
れ
ば
な
&
な
い
:0
デ
：ィ
|

>
が
、
&
已
：の
立
場
か
ら
'、
IH
統
學
派
、
殊
(?
:
.リ
'
カ

ア

ド

オ 

の
麗
的
抽
象
的
方
法
を
攻
擊
す
る
费
引
用
し
介
、
，英
國
の
有
名
.著

科

學

者

，̂

し

て

且

つ

哲

學

者

な

る

ウ

ヰ

y

ア
ム
.
•ヒ
チ
ウ
エ
ル
の
：文
句
は
、
又
，正
し
く
、
カ
ッ
.セ
.ル
の
輕
濟
法
則
に
對
す
る
.攻
擊

^
見
る
こ
^
が
出
來
る
で
あ 

ら
ぅ
、
即
ち
デ
.ィ
ー
ル
：
は

、

「

ヒ
；
ュ

ウ-
'斤
が
詳
細
に
、
リ
カ
ア
ド
オ
0
殆ざ

：一

.切
の
.重

要

.a
る
：敎

義

を

數

學

的
k
方 

式

化

し

た

後

に

、

彼

自

ら

總

て

此

等

の

，方

式

は

無

:;
|
]
'で

あ

る
^
說

明

し

て

屉

る0-
は
.注
意
す
可
&
ミ
ど
で
あ
る
0
併 

し
な
力
ら
一
ヒ
テ
ウ

.エ

.

A

は
附
加
：へ；る

一

此

無

用VJ S

ふ
：乙
i
は
ッ
.力
ア
ド
オ
：の
.誤
れ
■る
方
法
か
'ら
，•生
：ず
る
の 

で
あ
る
。
ヒ
ュ
ウ
エ

V

の
結
語
は
單
_
k
.リカ
■ナ
ド
ォ

'の
方
法
I

I

ず
、
'漁

I

學
的
方
式
の
.上
I

 

の
：認
識
を
時
來
§

ん
せ
す
る
.あ
ら
ゆ
る
試
み
^
對
し
て
實
^
適
切
な
批
評
を
含
ん
で
居
る」

(

話
ー
ニ)

£
一

日

ひ

、

次 

k
其
餘
6

k
適
切
な
る
が
故
を
以
て
被
は
ヒ
チ
ウ
千
，
の
虛
文
を
次
の
如
;.
<
'
^
:
引
用
す
る
、

「

併
し
な
が
ら
余
の
結
論 

が
典
益
に
し
て
且
つ
..使
用
^
堪
え
雛
さ
も
の
で
あ
る
ど
す
る
な
ら
ば
、
其
誤
_
は
、
私
が
ソ
カ
ア
ド
オ
や
其
他
の
人 

々
£

て
採
つ
た
所
の
輩
假
定
の

'中
k
含
ま
れ
.て
居
る
の
で
あ
つ
：て
っ
余
が
原
理
か
ら
結
論
を
引
出
し
た
其
引
出 

し
方

^
在

^
の
で
は
な
い
と
い
ふ
^
ど
を
余
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
^
。」

、
，
：

.

'

「

若
し
此
ぎ
现
がI

般
に
、
且
つ
又
厳
格
装
じ
け

§

、：
私

.の
引
い
た
結
論

,̂
亦
：疋
確
：_で
あ
6
、
又
總
て
の
揚
合 

に
於
て
.正
當
で
あ
&
ぅ
。
.余
は
次
の
樣
^
附
加
へ
^
こ
ミ
が
出
來
^
ぜ
若
办
吾
今
が
典
科
學
の
說
明
の
中
に
於
て
斯
.

I

ナ
f
 

cl.

八
六
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.

カ
ッ
セ
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自
由
主
義
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濟
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S

力
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セ
ル
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自
由
幸
義
馨
學(

一〕 

第
十 
一0

】

六
一
一 

の
如
_
分
0

0
働
を
.獲
得
し
炎
^
す
^
ば
§
:

の̂
場
合
に
は
!>
擻
»
的
泼
法
之
そ
斤
最
^

«
實
、、
最
も
撕
徑
、
,>
最
.
 ̂

簡
單
な
る
も
：の
.

V

し
て
、.

本
科
厚
^
適
^
找
苓
唯
：：1
.
.
:
の
：汸

法

で

誉

：
ゼ

°,數

：
得

登

羿̂ 

而
し
て
量
が 

取
极
は
.る
、
對
象
^
な
-
、̂
演
繹
的
推
論
が
使
用
.さ
る
：、
.方
.法
ミ
摩
る
所
に
於
て
は
、
數
學
は
、n ：

十
晚
總
て
の
科
學 

の
道
具
奚
る
で
あ
ら

.ぅ
。
.併
し
な
が
&
、
經
濟
學
が
斯
樣
な
科
學
的
性
質
を
要
求
す
.，る
.
|」

は
、ぺ
來
だ
全
然
之

 ̂

次
持
す
るr

j
s

の
出
來
.

g

も
.の
で
あ
る
^
い

ふ

能

ぐ

知

づ

て

房

る

'マ
：現
.
^

g

對
象
を
數
學
の 

一，^
pr
J

(£
-
な 

3
ん
ビ
す
る
あ
ち
ゆ
5-
試
.み
は
、
；喷
<事
實
_の
無
》
又
；は
'働
解
、
而
し
ズ
何
等
價
値
な
.き
姐
索
、
空
虛
な
る
區
別
，
’無 

豫
な
る
言
葉
の
耕
ね
^
導
く
も
の
..で
あ
る
。
|

1
ニ
：

) 

.
.

' 

疋
觀
之
、
ヒ
ュ
ゥ
エ
：；火
は
完
.全
.化
經

濟

法

則

の

眞

现

，の

經

驗

的

性

質

，

?:
了
解
し
：ヤ
©
,
0
.
た
の
で
あ
つ
て
、
班
統 

學
.派
の
演
驛
的
方
法
た
對
す
名
批
，W
が
如
何
に
力
ッ
：、セ
ル
k
對
す
る
批
評
ビ

し
て
當
彼
な
得
る
か
は
、
又
.’如
何
k
ヵ
ッ 

.セ
ル
がS

曲
主
義

•
個

人

主

義

.
の

經

濟
.

學
的
法
.則
を
復
活
せ
し
む
る
.名
の
で
あ
る
か
を
語
る
^
足
る
で
あ
ら
ぅ
。

_
 

は
て
、
上
述
の
諸
股
則

S

つ
，て
價
格
.現
象
は
完
全
S

明
せ
ら
れ
.る
。
然
も
此
.等
の
原
則
た
る
や
、
總
て
根
本 

丨

於

て

扨
底
の
原
只
に
依
つ
て
支
配
^
れ
、
經
濟
性
の
要
求
'?
:
滿
す
も
.の
で
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
。
、併
し
な
が
ら 

ヵ
ソ
セ
ル
は
斯
く
論

.じ
來
つ
て
、
其

.债

格

論

が

、

古

くIF
.
.統
學
.派
以
.來
、
言

a
古

さ

れ

た

需

要

供

給

：學

說

k
過

ぎ

ざ 

る
も
の
で
な
ぃ
か
ど
い
ふ
こ
ビ

V
J 

.
恐
れ
る
，
？

「

之

は

或

意

味̂
於
て
‘正
し
.い
し(

註
一
三)

ビ

力
ッ
セ
ル
自
S
言
ふ
。
彼
の 

意
見
^
侬
れ
ば
.を
れ
^
も
拘
.ら
ず
あ
ら
ゆ
る
經
濟
の
根
本
^
橫
た
は
る
拂
底
の
原
則
5:
强
調
す
る
こ
ど
は
頗
る
有
效 

で
あ
る
。
菩
人
は
其
故
^
、
，此
拂
底
^
對
し
て
、
.吾
々
の
經
濟
理
論
中
の
中
；心
的
她
位
を
與
へ
、な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

自
分
は
其
®
濟
導
硏
究
.の
初
k
於
て
旣
R
、
.，
此

«

に
或
誤
謬
の
存
す
る
^
相

違
s

lr
z
r
t

を
感

じ
.

た
o
勿
論
拂
芪
€

S

ふ
ミVJ

は
、. 一

時
的
の
市
場
狀
態
^
關
す
る
研
究
^
於
て
も
注
意
を
拂
は
れ
て
思
る
し
、：.
世
人
も
、
亦
商
品
の
價

格
が
需
要
ど
供
給
に
依
つ
て
定
め
ら
れ
る

^S

ふ
こ
V
J
k就
て
は

一..致

しV
®

る
。
而
し
て
、
吾
人
は
此
勒
ペ
於

て

:'
拂
底
の
.原
則
が
多
少
認
め
ら
れ
^
屈
つ
た
こ

<£
?:
-
知
る
己
ビ
が
出
來
る
。
併
し
な
が
ら
、
斯
の
如
さ
解
釋
ど
同

時

^
拂
底
の
原
則
全
體
が
後
方
^
押
隱
3
れ
、
而
し
て
、
價
格
問
題
の
分
析
を
||
1

^
進

め

て

、
，
稂

本

的

生

產

要

素

の

把
格
^̂
條
ぼ
せ
ら
れ
る
^
至
る
や
多
く
の
場
合
、
全
く
消
滅
じ
て
し
ま
つ
た
^
い
，
‘.
ふ

こ

ど

は

特

R

®
著

で

あ
^

O
J 

S
J 四〕 

：

斯
く
し
て
力
ッ
セ
ル
は
、
次

^
リ
ヵ〗

ァ
ド
ォ
、
：
ォ
|
:ス
ト

_リ
.ィ
：學
派
及
び
マ
ァ
シ
ャ
火
の
®
値
論
を
批
判
攻
擊
す 

る
。
：言
は
ん
ぬ
欲
す
る
所
は
拂
底
：の
原
則
を
强
調
せ
る
需
要
供
給
平
銜
說
の
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
ど
は
勿
論
で
あ

-ノ
：柳
底
の
原
則

n-
-.1

:

般

的

經

濟

的

原

則

.か

ら

導

&
出

艺

れ

る

價

格

現

象

は

ま

然

，科

學

的

必

然

性

を

持

つ

も

の
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
：。
交
換
經
濟
に
於
け
る
價
格
現
象
は
、
.社
會
の
組
織
S
法
律
ビ
習
慣
e
の
如
何
R
拘
ら
ず
必
然
性
ど
妥 

當
性
を
要
求
す
る
。
•
之

は
力
ッ
：セ
.y
の
經
濟
學
の
最
も
21
大
な
る
意
義
を
.な
す
も
の
：で
あ
る
.：
0 

.

蓋
し
、
彼
は
此
價
袼 

f
;^
r
を

產

要

#

R
及
し
勞
飯
^
共
に
地
代
^
乎
の
必
然
性
^
要
求
す
る
0-
,で
あ
る
。
そ
れ
は
.社
#
主
義
經
»
學 

名
の
.社
會
的
權
力
の
過
信
の
.打
，破
で
あ
る
$
同

時

に

、
自

由

主

義

：の

科

學

的

根

，據

fc
:益
-明

白
^
す
る
も
.の
で
あ
る
。
 

ぐ
佩
人
主
義
的
交
換
經
濟
社
會
ょ
6
出
發
し
て
、.へ
必
然
性
を
锻
ぶ
る
こ
ど
を
證
明
せ
&.
れ
仅
る
役
的
價
格
形
成
論

. 

は
、

./'
SI
は
.所
謂
分
配
論
或
は
所
得
形
成
論
化
ま
で
：

演

雜

さ

れ

.
'
，

'

ぐ

 :
價
格
形
成
過
程
が
生
產
財
^
就
'て
行
ば
れ
る
.e
 S

ふ
Z -

ど

は

、
:-
:其
價
格
が
生
產
財
の
所
有
者
の
.許
^
流
入
す
る
乙

笫
ニ
十
四
卷a

八
六五

；}

カ
ッ
セ
ル
の
自
曲
主
義
經
濟
學a

〕 

笫

十

ー

號

r
Q
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四

卷(
j

八
六
.六〕

力
ッ

セ

ル

の
自
由
主
義
經
濟
舉
へ
一

〕 

第
十
一

號

一

.
六
四

V
を
意
：.映
し
、
：所
有
者
^
取
つP

は

所

得

形

成

：
^
於

け

る
1
0
,の

要

素

を

成

す

も

^

尽

 

: 

h「

；各
個
人
；の
■所
得
は
各
人
の
、生
產
.過
程
^:
於
て
質
却
す
：..る：.所
の
生
產
財
の
價
格
^
侬
つ
て
定
め
ら
れ
る
。
交

痪

經 

濟
时
の
各
人
の
所
得
ば
即
ち
價
格
形
成
過
程
k
依
り
.て
初
.て
決
定
3
れ
る
の：

で

あ

る

.0
故
^
、'
此
所
得
も
將
た
文
之 

R
制
限
さ
る
S
支
出
も
"
.豫
.め
债
格
形
成
問
題S

-

の
一
定
の
；大

f

」

看
做
す
_
^
:ば
.行
が
な
い
9
所
#
を
も
债
格
形 

成
問
題
中
の1

朱
知
數
式
解
し
て
初
て
、
、
我
々
は
"
交
換
經
濟
を
：正
確
^
反
映
し
、謂
费
者
を
同
時
に
生
.糜
者
ご
見
、
 

而
し
て
、..個
々
の
生
產
者
ど
其
行
つ
た
生
產
的
勤
務
の
代
偾
ど
し
て
生
產
さ
れ
た
財
の
幾
何
を
交
換
し
得
る
が
を
示 

す

所

：の

價

格

形

成

の

肷

极

方

法

^
到
達
す
^
の
で
あ
る
。，.故
^-
以

上

の

樣i c.1:

般
化
^
れ
た
價
格
形
成
問
題
：は
、
其 

自
體
.の
中
^
經
濟
上
：の
分
配
問
題
?:
含
ん
で
©
る
。
.故
に
分
.配
.の
顿
題
は
經
濟
學
の
«
獨
孤
立
の
問
題
€
い
ふ
樣
な 

.
も

の

で
は
な
く
て
、
本
質
上
一
般
的
な
價
格
形
成
の
問
題
の
特
殊
の1

局

面

ど

：看

做

す

可

&

も

の

で

あ

る

O
L
f
f
i

一
 
五) 

:
曩
妃
、
經
濟：

の
槪
念
が
ら
交
換
經
濟
の
槪
念
.へ
.移
る
論
.珊
的
思
想
行
程
^
就
て
、
力
ッ
セ
ル
を
非
雛
し
た
、

T-
モ 

ン
もI

般
债
格
形
成
の
問
題
か
ら
所
得
分
配
の
問
題
べ
移
る
其
論
理
的
完
璧r

a
k

就V

は
護
の
言
葉
を
發
し
て
居 

る
。
.

「

：
：
：
ヵ
ッ
セ
火
が
'、

一
般
の
偾
格
形
成
の
問
題
か
ら
所
#
形
成
即
ち
分
配
へ
の
推
移
を
完
成
せ
る
其
推
移
の 

仕
方
に
於
て
、
即
ち
、：
：力

"
セ
ル
が
誤
れ
る
出
發
_
か
.ら
誤
導
3
れ
て
困
雛
に
落
入
ら
な
が
.つ
た
黙
^
於
て
.、
菩
人 

は
彼
，の
理
論
的
思
想
行
程
の
完
壁
に
讃
嘆
せ
ず
^
は
©
ら
れ
な
s

L°
cit
. 一.
s
 

S言
ひ
、
其
論
现
的
關
聯
の
明
瞭
な 

る
說
明
は
爾
餘
.の
多

-*
<
:
.
'
の
‘獨
逸
の
經
濟
學
者
^
見
ぇ
ぬ
所
で
あ
るV 」
稱
揚
し
て
居
る
。

.

」

斯
様
な
論
法
を
以
て
力
ッ
セ
,
は
根
本
的
生
產
財
即
ち
生
產
.要
素
の
愤
袼
形
成
論
へ
，移
る
の
で
あ
る
が
、ハ
生
產
耍 

素
の
分
斓
法
^
就
て
は
"
*
く 

4

6傳
ば
れ
_る
三
分
法
を
大
體
に
於
，て
繼
承
す
る
、
.，土
地(

又
'は
自
然
的
1
因〕

勞
働
、

及
び
資
本
の
三
要
素
即
ち
之
.で
あ
る
。：.生
產
耍
.素
の
價
辂
は
、
拂
底
の
原
則
k
依
.つ
て

支

：拂

は

れ

る

。

蓋

し

生

產

_要 

素
化
對
す
る
需
要
を
、
‘其
の
現
#
量
を
以
て
滿
し
得
る
嵇
度
^
制
.限
す
，る
乙
‘
が̂
必
耍
セ
&

5
か

ら

：で

あ

る

斯

か

る 

'見
地
.よ
ぅ
す
れ
ば
一
財
の
生
產
费
用
ど
は
、
唯
眾
^
該
»
の
生
產
に
.
す̂
る
生
產
要
素
の
拂
底
の
ー
表
現
^
過
ぎ
な 

S

の
で
あ
る
。
力
.ッ
セ
ル
は
勿
論
企
業
家
が
.、
‘
‘經
營
の
指
揮
管
理
者
.

V 」

し
て
生
：產
財
の
組
合
せ
を
も
づ
て
、
之
を
勝 

入
し
、
.其
企
業
の
生
產
物
を
賣
却
す
る
N
/ど
を
職
分
を
す
る
、
換
言
す
れ
ば
生
：摩
財
の
價
格
形
成
が
：こ
般
R
企
業
家 

の
乎
に
侬
ウ
て
行
は
れ
、
企
業
家
は
又
其
自
翁
、
偾
格
形
成
を
標
準
：

VJ

じ
て
企
業
象
ヾ」

し
て
の
行
爲
を
律
す
る
ビ

い 

ふ

^,
^

^
認
めV

居
る
が
純
企
業
家
所
得
な
る
吒
の
は
、
典
高
3

^
就
て
何
等
規
準
ど
な
る
も
の
が
な
い
、
共
高
底 

は
全
く
遇
然
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
、
即
ち
各
個
人
^

^
に
獨
特
な
も
の
で
あ
るVJ1

一
一
日
つ
て
、

生

產

要

.
素

價

格

形

成

論
 

，
の

中.へ

編
■入
し
な
い
。
.純
利
潤
は
自
rl
l
競
#
の
行
は
れ
る
場
合
R:
は
、
蝥
额
所
得
た
.る
性
質
を
現
す
が
獨
*
の
行
は 

れ
る
場
合
に
は
.、
價
格
の
中
^
含
ま
れ
る
。
'
ヵ」

ッ
セ
ル
の
前
提
に
從
わ
て
费
用
の
原
則
が
理
想
的
^
實
現

^
れ
て
® 

る
念

ど
す
れ
ば
，獨
占
よ
ぅ
生
ず
る
利
潤
の
如
き
も
の
は
生
じs

；:

な
從
o

v
、
純
利
潤
は
價
格
形
成
論
よ
ヶ
排
除
3 

れ
な
け
れ
ば
び
ら
ぬ
こ
ビ
^
な
る
の
で
あ
る
。

::
利
子
論
k
於
け
る
ヵ
ジ
セ
ル
は
、.
シ
-ィ
二
ォ
^
其
茈
礎
を
镫
く
所
0「

待
，.つ」

の
.理
論
を
採
用
し
、
其
不
可
缺
の
必 

然
性
F
柳
底
の
原
則
よ
力
演
釋
し
て
、
現
代
經
濟
社
會
.のI:

方
の
理
論
的
栽
礎
を
.確

立

す

る

。
：
.
s

r

s地
代

論

に 

於

.

9

は
、
' リ

，力.ァ
ド

ォ
.の
地
代
論
を
發
展
補
足
し
、
同
様
k
、
拂
底
の
原
則
;]
:
:
6出
發
す
る
所
の
地
代
發
生
の
必
然 

性
を
說S

て
止
ま
ぬ
。
勞
鈒
論
^
於
て
本
、
费
用
の
原
則
^
合

，
致

せ

る

勞

銀

を

以

.て
國
民
經
濟
0
目
的
ど
次
し
需
要 

€

供
給
に
依
.つ
て
定
め
ら
れ
る

勞
鈒
の
高
さ
R
對
す
る
社
#
主
義
的
道
徳
的
非
雛
の
無
意
味
を
斷
ず
る
に
努
め
る
"

第
二
十
四
狢a

八
六
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ッ
セ
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八
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ヵ
ッ
セ
ル
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自
由
主
義
經
濟
學
2
> 

$

5
 

ニ
ハ
山
、

•
併
し
な
が
ら
、
極
め
て
演
繹
的
に
：推
論
す
る
方
；
ッ
セ
先
が
.

1.

つ
の
慎
格
形
成
S
從C

V

て
所
得
分
f

j
が
實
際
の
分 

配
を
其
儘
決
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
ど
は
能
く
熟
知
す
る
所
で
あ
る
0
私
有
財
産
制
度
が
物
資
的
生
產
財
C
迄
t

^
 

ざ
れ
て
居
る
現
代
の
我
交
換
經
濟
社
會
R
於
て
は
、
價
格
形
成
の
過
程
^
於
て
、，.
.土
地
ど
資
本
の
ニ
つ
の
生
產
要

 ̂

R-
歸
屬
す
へ
&
害
贫
は
當
該
生
產
要
素
の
所
有
者

^
.歸
屬
す
る
。
現
在
の
財
產
分
配
狀
態
は
當
然
、
交
換
經
濟
の 

所
得
形
成
に
著
し
く
影
響
す
る
。
財
產
制
度
の
發
達
の
程
度
、
：相
續
關
係
.の
：法
律
惯
習
等
は
皆
等
し
く
、
所
得
分
配 

に
重
大
な
る
影
響
を
及
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

註I

八)

「

即
ち
'交
換
經
濟
的
住
產
の
總
收
獲
の
.分

配

の

實

際

的

問

題

は

價

格

形

成

に

依

つ

.て

全

i

兀
全
k
決
足
3
れ
る

も
 

の
で
な
く
、
價
格
形
成
以
外
に
存
在
す
る
種
々
な
る

外
部
的
原
因
?:
含
ん
で
®
る
の
：で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
此
分
配
こ 

就
て
意
識
的
^
干
涉
統
制
す
る
可
能
性
を
與
へ
る
.も
の
で
あ
る
。」C

註
一
九)

.玆
R
こ
そ
、
.社
會
政
策
經
濟
政
策
ど
、
 

純
^
濟
到
論
ど
の
間
の
限
界
が
存
在
す
る
//
で
あ
つ
て
、
而
し
て一

般

に

社

會

政

讓

濟

政

策

は

唯一

般
的
交
換
* 

濟
的
諸
原
則
^
合
致
し
て
述
用
さ
れ
る
場
合
^
の
み
其
目
的
を
達
す
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で

あ

る

。

矿
し
て
^
カ
^
於

て

「

伊
格
形
成
の
必
然
性
ヵ
ら
現
存
の
分
配
の
外
見
上
の
必
然
性
^
樹
釋
し
て
行
く
己
^
は
妥 

當
を
缺
く
辔
で
あ
6
、

隨
つ
て
又
我
々
の
定
め
た
價
格
形
成
.の
理
論
k

甚
い
て
經
濟
生
活
の
.

『

自
由
的
調

和

(
N
a
t
a
r
-

 

I
k
h
e

 

H
a
r
m
o
n
l
e
)

を
組
立
て
や
ぅ
ど
す
る

企
圖
は
何
れ
も
誤
：謬
で
あ
る
。し
S
 
ニ 

9

ど
言
つ
て
&

る

の

で

b

る
0

吾
人
は
今
更
力

ッ
セ
ぺ
自
身
の
斷
る
を
待
ヴ
ま
，で
も
無
く
、
彼
の
價
格
形
成
の
理
.論
的
體
系
に
何
等
理
神
論
の
影 

無
会
を
疑
ふ
も
の
で
は
な
い

o
旣

k
述
べ
た
如
く
々
ッ
セ
，

V

の
演
繹
的
方
法
は
純
粋

^
論
理
的
で
あ

6
、
彼
の
推

 ̂

の
目
的
ミ
す
る
所
は
、
.
.自
由
的
因
果
の
關
係
の
究
明

K
存

す

る

の

で

：あ'a

?嘗

て

ジ
.ェ
•
チ
ス
.
•、、
、"ル
が

生

產

を

す

る
掠
=
は̂
自
然
的
眞
0
の
性
質
を
-#
び
.、

分
配
を
制
規
す
る

原
則
は
®
ら
人
爲
的
の
社
會
制
度
、
糾

織

に

係

る

.ビ 

述
べ
た
が
、
其
後
者
分
配
問
題
^
於
け
る
原
則
は
”、
カ
ッ
1セ
\

^
在
づ
.て
は

明

瞭

^

個

人

主

義

的

交

換

經

濟

社

會

を 

沏
規
す
る
一
般
的
愤
格
形
成
の
原
則
^
侬
つ
て
取
換
へ
ら
れ
、
を
は
生
產
を
も
分
配
を
も
必
然
性
を
以
て
支
配
す
る 

原
則
ど
な
つ
た
。
併
し
な
が
ら
カ
ッ
セ
ル

は

固
ょ
气
其
前
提
し
た
る
理
想
的
價
格
形
成
過
程
が
實
際
社
會
^
行

は 

る

、

こ
ど
を
信
ず
る
も
の
で
も
な
く
、
又

往
昔
の
自
由
主
義
®
濟
學
者
の
樣
R
自

由

競#-
の
效

果

を

無

條

件k
信

ず
 

る

も

の

で

は

な

い

、

否
、
カ
ッ
セ
ル
は
自
由
競

爭
に
就
て
は
、
'»
»
想
的
價
格
形
成
に
毫
も
必
要
な
も
の
で
ば
な
い 

5
ま
で
極
論
し
.て
居
る
の
で
あ
，る
。：隹
ろ
現
實
の
.富
：の
所
有
權
分
配
；狀
態
の
不
.公
平
の
爲
に「

費
用
の
原
則」

^
:
合
致 

す
る
價
格
形
成
が
、
頗
る
妨
げ
：ら
れ
て
.居
る
己
$
を
認
め
る
も
の
で
あ
气
同
時
^
、此
等
の
妨
書
、
障
壁
を
除
い
て 

完
全

な

る

價

格

形

成

を

、行

は

し

め

ん

ミ

努

カ

す

る

所

^
社
會
政
策
經
鄉
政
策
の
本
領
を
®

め

て
®
る
の
で
あ
る
。S

 

由
競
爭
が
多
く
の
®

^
於
て
’費
用
の
原
則
の
實
.現
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
つ
：て
、
反
對
R
.

今
：！：

自

由

競

爭

を

排

斥

す

る 

幾
多
の
蓮
動
、
制
度
、
政
策
等
が
經
濟
姓
の
，要
求
を
滿
た
す
爲
^
彼
の
所
謂
费
用
の
原
則
^
合
致
す
る
價
格
形
成
の 

爲

R
行
は
れ
つ
、
あ
る
ど
は
彼
の
極
力
主
張
す
る
所
で
あ
る
。(

註
！ニ〕

畢
竟
す
る
に
、

一
般
偾
格
形
成
過
程
の
.中
^
含
咬
れ
る
所
の
所
得
分
配
の
原
則
は
、
力
ッ

セ

ル
の
前
提
の
下
に
於 

て
の
み
生
產
R
關
す
る
原
則v

等
し
く
其
必
然
的
妥
當
性
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
つ
て
、
實
際
社
會
R
在
つ
て
は 

種
々
の
外
部
的
條
件
に
從
つ
て
影
響
を
免
れ
る
i

■は
出
來
ず
、
所
得
分
配
の
理
想
的
價
格
形
成
は
、「

要
求
せ
ら
れ 

る」

k
ih
ま
る
の
で
あ
る
？
.

1
般
的
な
る「

經
濟」

'の
下
に
於
け
る
個
人
主
義
的
原
則
か
ら
出
發
：し
、」

，

〖

.

.般
的
經
濟
的
原
則
を
論
现
的
^
嚴
道
に

第

二

十

四

卷
2
八
六
九
.

)

カ
ツ
セ
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生
疆
濟
學
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カ
ツ
セ
ル
の

l

m

i濟
棋(.

一：
 > 

添

十一城.

一六
八

溃
釋
.■し

it
:
.、ハ
價
格
¥

其
理
論
經
濟
學
の
核
心
^
導

さ

出

ち

：
此

市

揚

魂

象

化

.對

し

、
；
：
：
自

*
現

象

的

：
必

：
然
 

し
、
社
脅
組
織
忽
法
的
秩
序
を
問
は
ざ
る
妥
當
性
を
之
に
興
へ
，た
。
是
赏
^
社
會
主
義
^
對

す

るj

大
駁
擊
で
あ

 々

同
塒
紀
诌
由
生
義
0
カ
强
い
復
活
で
な
，妙
れ
ば
な
ら
ぬ

-:
°
:;
-:
'
:

難

.：

.

1
'
-

紀
 sel,;.  G

ru
n
d

 

.{b
a
n
k
s
'
'. 
S.'MI-12 .  

' v.'\ 

パ 

:

: 

.. 

- 

, 

く
-

」

.

..:
'
:
.
.
.
’ 

.

•
.託

: 一一h
a
s
s
e
l;

G

.s
'C
J
d
O
a
a
ake
n, s

.

M
M.
' 

' 

,
.

.

.

..
,

.

.

.

.

.

— 

r:
 
.
.
.
.
.
. 

' 

. 

•• 

V .
.
. 

. 

- 

.. 

.，
一
 

. 

. 

' 

- 

' 

*

' 

. 

’ -
.

蝕

''!!i,  

C
asse  

ご 

T
h

e
o

rie
;  

”
a
p
.  

r 
§
•
ぐ s

.  3
,

英

譯
.七
.
K
、

邦
.
_
五

頁

。
 

. 

if
-

pi
ひ 

v
s 

H
e
la

n
d
e
r;  

D
ie

 

A
u
sg

a
a
g
p
u
D

kte

 

d
e
r  

s
rts

d
la

fts
\

vis
s
e
n
s
c
h
a
ft,I<

a
p
.  

II,  

s
.  21

.

.
註
五 

sca-do; Letters to 

M
a
s
l 

p. 

I
3
«

、、

H
良 erto Trower, p. 

6
7, zit, HeTaâ
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